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穴状遺構，第4号竪穴状遺構遺物出土状況

PL93　第4号竪穴状遺構遺物出土状況，第且82

号士坑，第3号士坑

PL94　第4号士坑，第5◎6号士坑夕　第60号士坑

PL95　第器号土坑　第ユ号土塁，第30号土坑

PL96　第36号土坑夕　第7号住居跡，第11号住居跡

PL鮮　第蟻号住居跡　第15号住居跡亀　第16号住

居跡

PL98　第1号住居跡　第霊号住居跡　第　号竪穴

状遺構

PL99　第3号竪穴状遺構遺物出土状況　第摘号士

坑　第蟻号士坑遺物出土状況

PL鼠00　第16弔号土塊　第霊号土塊　第2号土塊

PL摘　第3号士坑　第欝号士坑，第37号士坑遺

物出十状況

PLlO2　第49の50号士坑，第49050号士坑焼土6炭

化材出土状軋　第55号士坑遺物出土状況

PL且03　第5号土坑土層断面　第柑号士坑　第摘

号土坑

PIJ104　第20号上坑，

PLlO5　第27号士坑，

PIJ106　第33号土坑，

PLlO7　第38号上坑，

PLlO8　第42号土坑，

PLlO9　第46号土坑，

PLllO　第51号土坑タ

PLlll　第54号士坑，

号土坑

PL112　第1号溝跡，

P L113　第6号溝跡，

第24号土坑，

第29号土坑，

第34号士坑，

第40号士坑，

第43号土坑，

第47号土坑，

第52号士坑，

第56号士坑，

第26号土坑

第31号土坑

第35号土坑

第41号士坑

第45号士坑

第48号土坑

第53号土坑

第57・58・59

第4号溝跡，第5号溝跡

第7号溝跡，第7号溝跡遺

物出土状況

PLl14　第9号溝臥第10ell号溝臥　第13号溝跡

PLl15　第12号溝跡，第14号溝跡，第15号溝跡

PLl16　第2e3号住居跡出土遺物



PL117　第3・4・5・6・9・11号住居跡出土

遺物

PL118　第14号住居跡出土遺物

PLl19　第16。18e20号住居跡出土遺物

PL120　第21・25号住居跡出土遺物，第1・2・

3号竪穴状遺構出土遺物

PL121第4号竪穴状遺構出土遺物，第15・28・

30・32・36・37・50号土坑出土遺物

PL122　遺構外出士遺物（1）

PL123　遺構外出土遺物（2）

PL124　遺構外出土遺物（3）



第4章　五　安　遺　跡

第1節　遺跡の概要

五安遺跡は，鹿嶋市北部の北浦に面した鹿島台地西緑部に所在する。標高は38～39mである。現況は山林

及び畑地であり，平成8年度に1，057I琉平成10年度に1，360Idを調査した。当遺跡は，古墳時代後期と奈良・

平安時代の集落跡である。南西側で中世の津賀城跡と接している。谷を挟んだ300mほど北側には，縄文時代

から平安時代にかけての集落跡の西平遺跡がある。

遺構は，古墳時代後期の竪穴住居跡5軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡6軒，中世の竪穴状遺構3基，土坑8

基，土塁1条，近世の土坑2基，時期不明の竪穴住居跡9軒，竪穴状遺構1基，土坑50基，溝跡15条が検出された。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20C皿）に17箱出土している。剥片，縄文土器片，弥生土器片，土師器（杯・

椀・高杯・高台付杯・嚢・手捏土器・ミニチュア土器），須恵器（杯・盤・嚢・蓋），土製品（球状土錘・管状

土錘・紡錘車・支脚），石製模造品（勾玉・双孔円板），石製品（砥石），土師質土器（皿・外耳鍋），陶器（椀・

香炉），鉄製品，煙管，古銭等が出土している。

第2節　基本層序の検討

調査区内（B2cO区）にテストピットを掘り，基本

土層の観察を行った。観察の結果は以下の通りである（第

247図）。遺構は第2層上面で確認した。

第1層　　厚さ19cmの褐色の表土。

第2層　　厚さ43～47cmの褐色土。

第3層　　厚さ53cmの明褐色土。

第4層　　厚さ14cmの明褐色土。3層より色調が明る

い。

第5層　　厚さ14～15C皿の明褐色土。粘土粒子と山砂

を含む。

第6層　　にぷい褐色土。粘土粒子と山砂を含む。

36．0m　　－

35．0m　・－

第247図　五安遺跡碁本土層図
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l　古墳時代の遺構と遺物

遺構としては㍉酎tf拭朋亦5軒を検出した＿∴つユ上　遺構と遺物について記載する、、

．くら㍉　－ご′、

第　号健腰静　第飢　◎錮囲）

位置　調査区域の中央部，B2こ17区、〕

重複関係　本跡は　北西部を第　号圭坑に掘　込まれているこ　から　第　号士坑よ　古い。

親機藍学薗形　義孝由3。27m撃　短車由［2。92］mでタ　長方形である。

主軸方向　N－700－W

壁　壁高は2、8cmで，外傾して立ちl二がる。

床、臣r‾lである、つ

ピット　lか所。I）1は長径1（うcm，短径‾Llenlの楕円形で，深さは15m1である。？

覆土＋単・屑である。大部分が撹乱されており，堆積状況は不明であるご

土層解説

1　褐　　　色　粘目白’・少量．．ローーム粒召微量

一　　　　　，、，・ニ　　　丁　　　　　　　　　　　　　　．　　　　ノ・・　′　　　　一　　′　てノ　．ノ　、　．　　／

‥・・Jr　＿　ノ、、・、′てJ　ノ上、！一＿／、－、　プノ　　／・・ノ　　　、、′、ら　、つ　　く・，、′∴一　一㌧　．　　′　　′、′ノ．ク′．

口再から出上している。

所見　本跡の時期は，出土土器から後期と考えられる．。

－1　，′・l

“′′　、　　∴　1．ノ．．、二

の　　　　　　　　　　　　　　　2耶

』　　　走

一一1一一Il－ルー・29‘：1－－－
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第別図　第　号健腰跡出藍遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C斑） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2 4 9回 襲 A ［17 ．0］ ＝縁 部の破片㍉　＝縁部 中位 はほぼ ＝縁 部外而縦位 のヘラ磨 きい　内面 長石 ・右 英 ・雲母 ・ P 2　 5 ％ P L l16
1 土 師 器 B （6 月） 垂立 し，上位で外反す る。 ナデ。目線部上位 に輪積 み痕。 赤色粒千 ・砂粒

橙色　 普通

楷士 中

2
手提土 器 B　　 3．4 体部 は外傾 して立 ち上が る。 体部 内 ・外面指頭庄痕い 石英 ・雲母 ・砂粒 P 3　40％ P L l16
土 師 器 C ［5．4］ 橙色　 普 通 覆土 中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第249図3 土 製紡 錘 車 4．4 1．2 0 ．6 （28．8） 東コート部覆土下層 D P I　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL l16

第5号健應静（第250の25且図）

位置　調査区域の北部タ　A2摘区。

重複関係　本跡が第7号住居跡を掘り込み9南東コーナー部を第　号住居に掘　込まれていることからタ　第7

号住居跡より新しく，第9号住居跡よを）占い。

規模と平面形　長軸4。92m，短軸4。06mでタ　長方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は2～19cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。南壁側から粘土が検出された。

ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。P且は長径37cm，短径28cmの楕円形で，深さは68cmである。P2は径23cmの閏

形でタ深さは45cmである。P3は長径45cm，短径33cmの楕円形で，深さは40cmである。㌘4は長径40撒，短径

35cmの楕円形で，深さは47cmである。P温～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。㌘5ほ径25cmの円形

で，深さは43cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。P　は長径購cm　短径姐cmの楕円形で　深

さは62cmである。補助柱穴と考えられる。

磯　北壁の中央部よりやや西側を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している。規模は芦煙道部から焚日部まで86cm，最大幅88cm　壁外への掘　込みは摘cmである。火床

部は床面を5ほほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。
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第250図　第5号住居跡実測図

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子　　8　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐一　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

微量

ローム′トブロック中量，焼土粒子少量

ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，粘土粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量
焼土粒子・ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　黒　褐　色

13　暗　褐　色
14　暗　褐　色

15　黒　褐　色

可　】】

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　　　；　　　！

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック多量，炭化粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック少量

焼土粒子・ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

覆土　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片347点，須恵器片10点，石製品1点，礫2点が出土している。第251図1は土師器杯，2は土師

器嚢で，それぞれ覆土中から出土している。3は石製模造品の勾玉で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から後期と考えられる。
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第251図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

一二一：
3

⊂＝）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第251図杯B（4．4）体部の破片。体部は内攣気味に外体部外面横位のヘラナデ，内面へ雲母・砂粒 P2230％PL117

1 土師器 反して立ち上がる。 ラ磨き。 にぷい橙色
普通

覆土中

2

嚢A［17．8］口緑部の破片。口緑部は外反し，口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母・P23　5％PL117

土師器B　13．8端部はつまみ上げている。 砂粒

にぷい褐色　普通

覆土中

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　値・

石　　　質 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第251図3石製模造品 3．3 2．0 0．6 （5．8）滑　　　　石勾玉　　覆土中　　QI　　　　　 PL117

第14号住居跡（第252・253図）

位置　調査区城の北西部，A3d4区。

重複関係　本跡は，北西部を第5号溝に掘り込まれていることから，第5号溝跡より古い。

規模と平面形　南東側半分は調査区城外である。長軸4．54m，短軸（2．45）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－240－E

壁　壁高は10～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　南西から北西に，わずかに傾斜している。

覆土　4層からなる。ロームブロックと焼土を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片98点，須恵器片5点，礫1点が出土している。第253図1・2は土師器杯である。1は南西コー

ナー部の覆土下層から出土している。2は覆土中から出土している。3は土師器椀で，西側の覆土下層から出

土している。4～8は土師器嚢で，4・8は中央部の覆土下層から，5・7は床面から出土している。6は覆

土中から出土している。9は土師器甑で，南西コーナー部の覆土下層から出土している。10は須恵器蓋で，中

央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から後期（5世紀末～6世紀前半頃）と考えられる。
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第摘号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第253回 林 A　 白3．0 1 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， 休 部外面 ロクロナデ， 内面は磨滅 長石 ・雲母 ・赤色 P 28 60％ P L l18

l 土 師 器 B　 ！1．5

C　　 7．0

目線部 に至 る。 が 著 しいため調整痕不 明。 粒千 ・砂粒

にぷい褐色　 普通

南西コーナー部覆土下層

2

杯 Å　 白2．2］ 体部か ら目線 部の破片。体部 は外 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ√　体部外 面 長石 ・右 英 ・雲母 ・ P 29 35％ P L l18
工 師 器 B　　 4．5 傾 して立 ち上 がる。目線部内面 中

位に弱 い稜 を持つ 。

ヘ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 砂粒 ・赤 色粒千

明赤褐色　 普通

覆土中

3

椀 A　 白8 ．0］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は外 ＝縁部 内 ・外面横ナデ．体部外而 長石 ・石英 ・赤色 P 30 10％ P L l 18

土 師 器 B （6 ．3） 傾 して立 ち上が り，目線部は直 立

する。目線部 内 e外 商に弱い稜 を

持 つ。

横位のヘ ラナデ。 粒千 ・秒粒

赤色　 普通

西側 覆土下層

4

嚢 B （10 。5） 丸底 。体 部は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ・外 面櫨 ナデ十　体部外面 長石 ・石 英 ・雲母 ・ P 31 45％ P L l18

土 師 器 C　　 2 ．2 目線 部 との境の内面 に弱 い稜 を持

つ。

ヘ ラ削 り， 内面ナデ。 砂粒 ・赤色粒千

明赤褐色　 普通

中央部 覆土下層

聾 A ［16 諸］ 底部 欠損 。体部は内攣す る。 目線 ＝縁 部上位 内 ・外面横 ナデ，下位 雲母 ・砂粒 ・白色 P 34 50％ P L l18

5
士 師　 器 日　 日7．3） 部 は外傾 し　 上位で外反す る。 縦位 のヘ ラナデJ 体 部内 ・外面へ

ラナデ。

粒 千

にぷい赤褐色

普通

中央部床面

6

嚢 A ［1 6．2］ 体部か ら目線 部の破 片。体部 は内 目線 部内 e 外面桟 ナデ。体部外 面 石英 ・雲母 ・砂粒 P 33 15％ P L l18
土 師 器 B （1 2．事 攣 し，目線部 はわずか に外 反す る。 ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 にぷ い赤褐 色

普通

覆土中

7

襲 A ［16 ．8］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は内 ＝縁部 内 ・外面横ナ デ．休部外 面 長石 ・石 英・雲母 ・ P 35 15％ P L H 8

土 師 器 B （2 1．3） 暫 し， 目線部 は中位 で緩やか に外

傾 し，上位で外反す る。

ヘ ラ削 り。 砂粒

にぷ い橙色　 普通

中央部床面

8

聾 A ［15 ．8］ 上 げ底。体部 は内攣 し，目線部 は ＝縁部 内 ・外 面横ナデご　休部外面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 32 45％ P L l18

士 師　 器 B　 14 ．3

C　　 4 ．4

わず かに外反す る。 ヘ ラ削 り， 内面へラナデ。 砂粒

明赤褐色　 普通

中央 部覆土下層

9

甑 B （13．郎 底部 か ら体部の破片。無底 式。体 体 部外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 3 6 10％ P L 118
土 師 器 C ［6．8］ 部 はわずかに内攣 しなが ら外傾 し

て立 ち上 がる。

赤褐色

普通

南西コーナー部覆土下層

10

蓋 Å　 11．2 体部 は内暫 し，目線部 との境 の側 ＝縁 部か ら体 部の内 ・外 面ロ クロ 長 石 ・石英 ・砂粒 P 37 95％ P L l18

須 恵 器 B （7．9） 面に稜 を持つ。 目線部は直立 し，

上位で外反す る。

ナデ。 灰 白色

普通

中央部覆土 下層
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第253図　第14号住居跡出土遺物実測図
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第21号住居跡（第254・255図）

位置　調査区域の南西部，Dld8区。

重複関係　本跡は，西部を第15号溝に，北壁と竃の一部を第58号土坑に掘り込まれていることから，両遺構よ

り古い。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．83mで，方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は8～17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，中央部に硬化面が認められる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径20cmの円形で，深さは42cmである。P2は径21C皿の円形で，深さは29cm

である。P3は径20cmの円形で，深さは37cmである。P4は長径24cm，短径20cmの楕円形で，深さは45cmであ

る。Pl～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は長径18cm，短径14cmの楕円形で，深さは35cmで

ある。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

寵　北壁の中央部よりやや東側を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖

部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで［80］cm，最大幅104cm，壁外への掘り込みは［15］cmであ

る。火床部は床面を（11）cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。

電土層解説
1極暗褐色　焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・粘土粒子微量
3　極暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック微量
4　暗　褐　色　砂粒中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化物・粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化物・炭化粒子・ローム中ブロック極微量

凸l　山＼可　可武

1

1　　　　　K

A
－34．6m

C　　　2　　　3

第254図　第21号住居跡実測図
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遺物　土師器片29点，須恵器片7点，石器1点が出土している。第255図1・2は土師器嚢である。1は中央

部の覆土下層から，2は竃の覆土下層からそれぞれ出土している。3は凹石で，P3脇の覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土土器から後期（7世紀前半頃）と考えられる。

（二二〕
第255図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

10cm

j　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第255図襲 B（19．6）底部から休部の破片。平底。休部休部外面縦位のヘラ削り，内面へ長石・石英・雲母・P4830％PL120

1 土師器C　　7．8は外傾して立ち上がる。 ラナデ。 砂粒

にぷい黄褐色

普通

中央部覆土下層

2

襲A　12．6体部から口緑部の破片。体部はわ口緑部内・外面横ナデ。体部外面石英・雲母・砂粒・P4710％PL120
土師器B（5．6）ずかに内暫し，口縁部は外傾する。ヘラ削り，内面へラナデ。 橙色

普通

竃覆土下層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（C皿）厚さ（CⅡ】）重量（g）

第255凶3磨　　　　石 13．0 10．6 4．2 （914．0）砂　　　　石凹石兼用　P3脇の覆土下層　Q3　PL120
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第25号住居跡（第256・257図）

位置　調査区域の南西部，Dla8区。

重複関係　本跡は，南部から北西部にかけて第15号溝に掘り込まれていることから，第15号溝跡より古い。

規模と平面形　北東辺2．85m，南西辺3．55m，北西辺3．90m，南東辺3・65mで，台形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は7～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　東から西に，わずかに傾斜し，中央部よりやや西側に硬化面が認められる。

竜　北東壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存し

ている。規模は，煙道部から焚口部まで96C恥最大幅93cm，壁外への掘り込みは8C皿である。火床部は床面を

4cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・ローム中ブロック・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量，焼土粒子・粘土粒子極微量
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量，粘土粒子極微量

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量．焼土粒子極微量

2　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量，焼土粒子・ローム大ブロック極微量

・武一！ム

第256図　第25号住居跡実測図
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遺物　土師器片340点，須恵器片1点，不明石器1点，不明鉄製品1点，礫3点が出土している。第257図1は

土師器高杯で，南コーナー部の覆土中層から出土している。2・3は土師器嚢である。2は竃側の覆土下層か

ら，3は竃側の覆土中層からそれぞれ出土している。4は手控土器で，覆土中から出土している。5は土師器

ミニチュア土器で，南部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土土器から後期と考えられる。

t．ヾlニ∠‘ノ′‾：一°
第257図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿L－i

図版番号器　種計測値（cIn）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第257図高　　杯A　18．0杯部の破片。杯部は下位に弱い稜口緑部内・外面槙ナデ。杯部内・長石・石英・砂粒P5140％PL120

1土師器B（8．7）を持ち，わずかに外反しながら立外面へラナデ。 明赤褐色 南コーナー部覆
ち上がる。 普通 土中層

2

尭A　17．0口緑部の破片。口緑部は中位で外口縁部内・外面横ナデ。 雲母・砂粒P52　5％PL120
土師器B（4．9）傾し，上位で外反する。 にぷい赤褐色

普通

寵付近覆土下層

3

斐B（4．3）底部から体部下位の破片。体部は体郡外面へラ削り，内面ナデ。石英・雲母・砂粒P5360％PL120
土師器C［6．8］内攣気味に立ち上がる。 褐色

普通

竃付近覆土中層

4

手捏土器A［9．5］平底。体部は外傾して立ち上がり，口緑部から体部上位にかけて，指長石・石英・砂粒P5540％PL120
土師器B　　3．8

C［4．8］

中位の内・外面に弱い稜を持つ。

ロ綾部はわずかに外傾する。

頭による押圧痕。 明赤褐色

普通

覆土中

5

ミニチュア土詰A　　2．6体部は中位まで外傾して立ち上が体部外面指ナデ。 長石・砂粒P5490％PL120
土師器B　　2，6

C　　2．5

り，上位で強く内債する。 明赤色

普通

南部覆土中層
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2　奈良・平安時代の遺構と遺物

遺構としては，竪穴住居跡6軒を検出した。以下，遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第20号住居跡（第258・259図）

位置　調査区城の南西部，Dld9区。

規模と平面形　長軸3．64m，短軸3．58mで，方形である。

主軸方向　N－330－E

壁　壁高は5～21cmで，外傾して立ち上がる。

床　凹凸があり，中央部に硬化面が認められる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径35cm，短径30cmの楕円形で，深さは35cmである。P2は径30cmの円

形で，深さは32cmである。P3は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さは50cmである。P4は長径30cm，短径

25cmの楕円形で，深さは34cmである。Pl～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は長径30cm，短

径25cmの楕円形で，深さは15cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竜　北東壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存し

第258図　第20号住居跡実測図
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ている。規模はタ　煙道部から焚日部まで且06cm学　童太幅105cm　壁外への掘　込みは甜cmである。火床部は床面

をmcmほど掘り　ぼめてお勘　火熱を受けて赤服し　硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　焼士粒子中量，焼土小ブロックe炭化粒子少量，ローム粒子e粘土粒子の砂粒微量

2　黒　褐　色　焼上中ブロック・焼悌「「・炭化粒J’－少量，ローム粒J’・・粘抽白つ散量，砂粒極微量

3　暗　褐　色　焼土中ブロック0粒子中鼠　炭化粒子をローム粒子少量，焼士太ブロック・粘土粒子微量
・1暗　褐　色　焼土粒J’一・炭化粒J’一・ローム粒子少量∴　砂粒微鼠　焼巨トプロ、ソク・粘土粒千種微量

5　暗　褐　色　焼損打・・炭化粒J「・・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少鼠　粘い拉f一微量．砂粒桓微量

尊堂　3層からなる。ロームプロッタと焼士を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼上粒千・炭化粒子・粘土粒J’一極微量

2　褐　　　色　焼上粒J′一・炭化粒J’一・ローム粒J’・少鼠　ローム小プロ、ソク極微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe粘土粒子少量，粘土小ブロック微量

遺物　土師器片用意　須恵器片蟻盛　土製品私産　石製品　点　鉄製品監査　粘土塊　点が出土している。

第259囲且は土師器杯でタ覆土中から出土している。283は須恵器杯である。2は中央部の覆土上層から撃　3

は酋コーナー部の覆土中層から出土している。4は須恵器量で，中央部の覆土中層から出土している。　は球

状土錘で，西コーナー部の覆土卜層から出土している。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び3の須恵器杯の器形の特徴等から8世紀中葉頃と考えられる。

lllllll

－lll1－－1
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第託図　第調号健贋跡出藍遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2 59図 杯 Å ［11 ．6］ 休部 は外 傾 して立 ち上が り，＝縁 口縁 部内 ・外面横 ナデJ 休部外面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 43 15％ P L lm
1 土 師　 器 B （4 ．3） 部 に至 る。 ヘ ラ削 り√ 砂粒 ・赤色粒子

にぷい橙色　 普通

覆上申

2

林 Å　 白2．4］ 平底。体部 はわずかに内攣 しなが 体部 内 ・外 面 ロクロナ デ∵ 長石 ・石英 ・雲 母 ・ P 壷 10％ P L l用
須 恵 器 B　　 3．3

C　 h 0．0］

ら外傾 して立ち上 がるこ　＝縁部 は

わずか に外反す る。

砂粒

にぷ い黄橙 色

普通

中央部 覆土上層

3

林 A　 は3 ．0］ 体 部は外傾 して 立ち上 が り，縁部 体部内 ・外面 ロクロナデ1 石英 ・雲母 ・砂粒 P 引　∴附％ P L l m
須 恵　 器 B　　 4 ．0 に至 る。 灰色 西 コーナー部将

C ［7 ．8」 普通 土中層

4

蓋 Å ［14 ．0］ 天井部 か ら目線 部の破片。天井 部 体部 内 ・外面 ロクロナデ∴ 長石 0石英 の砂 粒 ・ P 亜　 5％ P L l19
須 恵　 器 B （L 7） は ドー ム状 である∵ にぷい橙色

普通

中央部将士 中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i

i 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cIn） 長さ（cm） 孔径 （cn） 重量 （g）

第259図5 球　 状　 土　錘 2．4 2 ．4 0 ．5 （10諸） 西コート部覆土下層 D P 6　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL l19
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第3号住居跡（第260・261図）

位置　調査区域の北東部，A2j8区。

重複関係　本跡は，北壁から南側を第12号住居に，南東部を第6号土坑に，南西部を第5号土坑に掘り込まれ

ていることから，これらの遺構より古い。

規模と平面形　北西コーナー部は調査区域外である。長軸4．64m，短軸［4．17］mで，方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は27～31cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁の下と東壁の下に巡っている。上幅22～32C皿，下幅7～21cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部に硬化面が認められる。中央部から焼土が検出された。

竃　北壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存して

いる。規模は，煙道部から焚口部まで128C皿，最大幅130cm，壁外への掘り込みは64cmである。火床部は床面を

5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

寵土眉解説

1灰　褐　色　砂粒・粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　4　褐　　　　色　焼土粒子中量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　山砂中量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・山砂少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，粘土小ブロック中量・炭化粒子・山砂少量　　　　6　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量

第260図　第3号住居跡実測図

1m

L L　　　」
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第261図　第3号住居跡出土遺物実測図

＼「㍉

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

」＿　＿＿＿‥＿呈　　　　！

遺物　土師器片317点，須恵器片70点，陶器片2点が出土している。第261図1・2は土師器杯である。1は竃
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の覆土下層から出土している。　は竃の覆土中から出土している。　の　は土師器高歯相棒で　西部の覆土中

層から出土している。5～紺孟土師器嚢である。586は竃付近の覆土下層から出土している。7ほ竃付近の

覆土下層から出土した破片と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。8は中央部の覆土下

層から出土している。　は覆土中から出土している。温Oel且は北コーナー部の覆土下層から出土している。且2

ほ須恵音盤で，覆土中から出土している。且3～且5は須恵器棒である。且3ほ竃付近の覆土下層から出土している。

1∠1は覆土中から出土している。15は北コーナー部の覆土下層から出土している．

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び3の土師器高台相棒と13昏鼠5の須恵器杯の器形の特徴等から9世紀複葉

頃と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎上 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第26 1図 疎 Å ［14 ．0］ 平底．休部 は内攣気 味に外傾 して 休部外面 ロクロナデ，内面へ ラ磨 石英 ・雲母 ・砂粒 P 4　35％ P L l16

1 土 師　 器 B　　 5 ．1 立ち上が り，上位 でわずか に外反

する。

き。内面黒色処 理。 にぷ い椅色

普通

竃覆士下層

2
林 D （3 ．2） 体 部の破片。体部 は内攣 して立ち 体部外面 ロクロナデ，内面横位の 雲母 ・石英 ・小礫 P 5　20％ PL H 6

士 師　 器 上 がる。 へラ磨 き。 明赤褐色　 普通 電覆土 中

3

高台付杯 B （L 2） 高 台部か ら体部の破片。体 部は外 体 部外南 口クロナデ，内面へ ラ磨 長石 ・右英 ・雲 母 ・ P 6　50％ PL l16

工 師　器 D　　 7．4

E　　 O．9

傾 して立 ち上がる。 き。 高台貼 り付 け後学　ナデ。 砂粒

橙 色　 普通

西部 覆土 中層

4

高台付杯 B （2」） 高台部か ら体 部の破片。体部 は外 体部外 南口ク ロナデ，内面へ ラ磨 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 7　20％ P L ‖6
土 師　 器 D　　 7．2

E　　 O ．8

傾 して立 ち上 がる。 き。 高台貼 り付け後，ナ デ。 砂粒

橙色　 普通

西部覆土中層

5

襲 Å　 白8 ．2］ 体 部か ら＝縁部 の破 片．体部 は内 ＝縁部 内 ・外 面櫨ナデ㍉体部外面 長石 ・右奥 ・雲母 ・ P lO　5 ％ P L 116

土 師 器 H （7 ．の 増 し，＝縁部 は外 反する．端部 は

十 方につ まみ上 げている．

ヘ ラ削 り． 砂粒

明赤褐色　 普通

竃付 近将士下層

6

聾 Å ［22 ．4］ 体 部か ら日録部の破片。体部は内攣 ＝縁部内 ・外面横 ナデ．体部外面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 9 10％ P L l16
土 師　器 B （13 ．9） して立ち上が る㍉日縁部は外反 し，

端 部は上方につ まみ上 げている．

ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ。 砂粒

にぷい橙色　 普通

竃付近 覆土 下層

7

襲 A ［2 0．6］ 体部 か ら目線 部の破片。体 部は内 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ㍉休 部外面 長石 ・石英 ・雲母・ P 8　用％ P L ＝6

土 師 器 B （9．4） 摩す る。 ＝縁 部は外反 し，端 部は

上方 につまみ上げてい る。

ヘ ラ削 り。 砂粒

にぷい橙 色　 普通

竃付近・中央部覆土下層

8

聾 Å ［1 9．8］ 体部か ら目線 部の破片。体部 は内 口縁 部内 ・外面横ナデ√休部外 面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 12　5 ％ P L l 16
土 師　 器 B （6諸） 攣 し， 打線部 は外反す る。 ヘ ラ削 り。 砂粒

にぷ い橙色　 普通

中央部覆士下層

9

整 A ［2 1．0］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 は内 目線部 内 ・外 面横ナデJ 休部外面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P l1 5 ％ P L llG

土 師　 器 B （8 ．7） 攣 し，目線部 は外 反する。端部 は

上方につ まみ上 げているご

ヘ ラ削 り。 砂粒

橙色　 普通

預土 中

10
襲 B （11 ．1） 底 部か ら体部の破片。平底 。体部 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・砂粒 P H 35％ P L l16

土 師 器 C　　 6 ．4 は内増 して立 ち上が る． 橙色　 普通 北コーナー部将工下層

Ⅲ
襲 B （6 ．1） 底部 か ら体部の破片。平底 。体部 休 部外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ√ 雲母 ・石英 ・砂粒 P 15 35％ PL l17

土 師 器 C　　 4．8 は内轡 気味に立 ち上が る。 底 部木葉痕。 褐色　 普通 北コーナー部再土下層

12

13

14

1 5

盤 B （3．4） 高台部 か ら体部の破片。体 部は太 体部 内 ・外面 ロクロナデJ 高台貼 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 19 65％ P L l17

土 師 器 D　 l l．l

E　 l．2

A　 1 3．8

き く外傾 するJ り付 け後，ナデ予 砂 粒

晴灰黄色　 普通

長石 ・石英 ・雲母 ・

覆上中

杯 休部 は外傾 し，＝縁 部はわずか に 体部 内 ・外 面ロ クロナデJ 体 部下 P 16 6 0％ P L l 17

須 恵 器 B　　 4 ．5

C　　 6 ．2

A ［14 ．2］

外反す る。 端手持 ちへラ削 り。 砂粒

にぷ い橙色　 普通

長石 ・石英 ・砂 粒

竃付近覆土下層

杯 休部か ら＝縁部 の破 片。休部は外 ＝縁部か ら休 部の内 ・外面 ロクロ P 18 15％ P L l17

須 恵 器 B　　 3 ．4

C ［7 ．4］

Å ［1圭 2］

傾 し，＝縁 部はわずか に外反 する． ナデ。 灰色

普通

長石 さ石英 。砂粒

覆土 中

杯 休 部は外傾 し， 口縁 部はわずかに 休部 と臼縁部の 内 ・外 面は ロクロ P 17 50％ P L 117
須 恵 器 B　　 5 ．2

C　　 6 ．2

外 反する。 ナデ。体部下端手持 ちへラ削 り。 灰色

普通

北コーナー部覆土下層
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第超考健腰掛（第262⑳263回）

位置　調査区域の北東部，B2aO区。

重複関係　本跡は，西コーナー部を第13号土坑に掘り込まれていることから，第13号士坑より古い。

規模と平面形　本跡の南半分は撹乱されている。長軸［4。14］m，短軸［4．02］mで，方形と推定される。

主軸方向　N－720－E

壁　壁高は3～10cmで，緩やかに立ち上がる。

床　西部に，わずかな高まりが認められる。東壁中央部下から焼土が検出された。

遺物　土師器片38点，須恵器片4点，陶器片1点が出土している。第263図1は土師器高台付杯で，西部の覆

土下層から出土している。2は須恵器盤で，覆土中から出土している。

所凰　東壁中央部側の焼土は，検出位置から竃跡の可能性が考えられる。本跡の時期は，遺構の形態及び出土

土器から10世紀中葉頃と考えられる。

話262閏　第4号住居跡寅測謬

第訴因　第　号住居跡出立遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

』二立

0　　　　　　10cm

』一一二＿‥……一一一一一一一寸∴」

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第2 63 図 高台 付 杯 B　　 5 ．6 体 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り， 目 線 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 長 石 ・雲 母 ・砂 粒 P 21 5 ％ P L l17
1 土 師 器 C　　 6 ．6 部 は外 反 す る。 端 へ ラ削 り。 高 台貼 り付 け 後 ， ナ

デ 。

橙 色

明 赤 褐 色　 普 通

西 部 覆 土 下 層

2

盤 B （2 ．4 ） 体 部 は 大 き く外 傾 して 立 ち 上 が 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 高 台 貼 長 石 ・黒 色 粒 子 e P 56 40 ％ P L l 17
須 恵 器 D ［12 ．4 ］

E　 l ．1

る。 り付 け 後 ， ナ デ 。 砂 粒

に ぷ い 黄 褐 色

普 通

覆 土 中
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第6号住居跡（第264◎265図）

位置　調査区域の北東部，A2hO区。

重複関係　本跡が第10号住居跡の東コーナー部を掘り込んでいることから，第10号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．02m，短軸2。66mで，長方形である。

主軸方向　N－430－E

壁　壁高は12～19cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

援蓋　4層からなる。ロームブロックと山砂を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
3　橙　　　色　山砂多量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，山砂少量

遺物　土師器片92点，須恵器片5点，陶器片3息　礫1点が出土している。第265図1は土師器高台付杯で，

覆土中から出土している。2は球状土錘で，覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から10世紀頃と考えられる。

第訴因　第　号住居跡実測図

第訴因　第　号住居跡出立遺物実測図

－310－

0　　　　　　　　　　　　　2m

』二二ニここ虹ニここ』

0　　　　　　　　　　　10cm』



第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 26 5図 高台付杯 A ［2 ．7］ 休部 は内管気 味に外傾 して立 ち上 体 部内 ・外面 ロクロナデ。高台貼 長石 ・雲母 ・砂粒 P 24　5 ％ P L 117
1 土 師 器 B　　 O ．9 が る。 り付 け後，ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（C皿） 孔径 （cIn） 重量 （g ）

第265図2 球 状　 土　 錘 3 ．0 2．9 0．5 （24．5） 覆　 土　 中 D P 2　　　　　　　　　　　　　　　　 p L 1 17

第9号住居跡（第266・267図）

位置　調査区城の北東部，A3jl区。

重複関係　本跡が第5号住居跡の南東コーナー部と第7号住居跡の南部を掘り込んでいることから，両遺構よ

り新しい。

規模と平面形　長軸2．47m，短軸2．34mで，方形である。

主軸方向　N－420－E

壁　壁高は5～12C皿で，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。中央部から粘土が検出された。

覆土　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量，炭化粒子・ローム大ブロック微量

可

第266図　第9号住居跡実測図
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遺物　土師器片35点，須恵器片3点，礫2点が出土している。第267図1は土師器高台付杯で，覆土中から出

土している。2は須恵器杯で，北コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，2の須恵器杯の器形の特徴等から9世紀中葉以降と考えられる。

∴、、

第267図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第267図高台付杯B（2．2）高台部から体部の破片。体部は外体部外面ロクロナデ，内面へラナ長石・石英・雲母・P2630％PL117：

1 土師器 傾して立ち上がる。 デ。r高台貼り付け後，ナデ。内面

黒色処理。

砂粒

橙色　普通

覆土中

2

杯A　13．9体部は外傾して立ち上がり，口緑体部内・外面ロク由ナデ。体部下長石・雲母・砂粒P2790％PL117

須恵器B　　4．4
C　　7．0

部はわずかに外反する。 端手持ちへラ削り。 灰色
普通

北コーナー部覆

土下層

第18号住居跡（第268・269図）

位置　調査区城の南西部，CliO区。

重複関係　本跡は，南東コーナー部を第34・38号土坑に掘り込まれていることから，両遺構より古い。

規模と平面形　長軸3．49m，短軸3．01mで，長方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は12～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

棚状施設　北壁の竃の両脇から東西方向に，幅50cm，深さ4cmほど掘り込まれた平坦面が認められた。付設さ

れた位置と規模等から土器等を収納した棚状施設と考えられる。

床　平坦であり，中央部から竃手前にかけて硬化面が認められる。

竜　北壁中央部からやや東側を，竃両脇の空間部まで掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は

崩落しており，両袖部が残存している。規模は，煙道部から焚口部まで70cm，最大幅87cm，壁から空間部への

掘り込みは51cmである。火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙

道は外傾して立ち上がる。

竜土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量，焼土粒子・粘土粒子極微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量，砂粒極微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量

4　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，ローム小ブロック・粘土粒子極微量

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・砂粒微量，粘土粒子極微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム中ブロック極微量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，炭化粒子極微量
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第268図　第18号住居跡実測図

＿旦＿36．4m，

1m

L＿　　；　＿＿」

∠⊃

－313－

第269図　第18号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　10cm

L一　　一十一一「＝∃



遣物　‖抽器弔つ23点，須恵器片10点，上製品上軋　不明石製品2点，不明鉄製品3点言陶器片1点が出上し

ている。第邦囲　～　は土師器聾である。　ほ竃の覆土下層から出土している。　は中央部の覆土下層から

、．‾′ノ　、　　ハノ∴・　′　　号ン。　・′：‥′ノ　　＿．、、′：－　、汗沌∴章．拓で、当㌍㌍常圧∴・巨かしノ

出土している。　ほ須恵器鉢で　商壁側の覆土上層から出土している。アは球状土錘で9　南東部の覆土中層か

ら出上している。、

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び5の須恵器塚の器形の特徴等から9世紀中葉頃と考えられる。

第温8号住居跡出土遺物観察兼

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第2個図 襲 Å　 白圭 2 1 休 部か ら＝縁部 の破 片√体部は内 ＝縁部 内 ・外 面横 ナデい体部外面 長右 ・石 英 ・雲母 ・ P 39　5 ％ P L lm

1 士 師 器 B （5 ．5） 攣 する㍉　＝縁部 は外 反 し，端部 は 磨滅が著 しいため調整痕不明， 内 砂粒 寵付 近再士下層

上 方につ まみ上 げる。 面へ ラナ デ√ 明赤褐色　 普通

聾 A ［24 ．3］ ‖縁 部の破片√　日縁 部は強 く外反 ＝縁部内 ・外面横 ナデ予 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 4 0　5 ％ P L l19

2 土 師 器 B （3 J ） し，端部は斜め十方 につ まみ上げ 砂粒 中央 部覆土下層

ている。 橙色　 普通

嚢 Å　 白4．0」 体部 か ら＝縁部の破 片∴体 部は内 ＝縁部内 ・外面 横ナデ→　休部外面 長石 ・右 英 ・雲母 ・ P 5 9 30％ P L 119

3 士 師　器 B （10誹 増 して立ち上が るい　目線 部は外傾 ヘラ削 り， 内面 ナデ㍉ 砂粒 東コーナー部将十中層

し．端 部はつ まみ上 げている√ 明赤褐色　 普通

襲 B （5．1） 底部 か ら体 部の破片。平底 。体部 休 部外面へ ラ削 り，内面ナデ㍉ 長石 ・右英 ・雲母 ・ P 6 9 30％ P L l19

4 士 師 器 C　　 6。7 は外傾 して立ち上が る。 砂粒

明褐色　 普通

東コーナー部帝王中層

杯 A 「封 ．3 1 平底㍉体 部は外傾 し，＝縁 部はわ 体 部内 ・外面 ロクロナデ∴体部下 右英 ・雲母 ・砂粒 P 4 1 30％ P L l19

5

！

須 恵 器 B　　 4．3

C ［7．2］

ずか に外 反する。

i

端 手持 ちへ ラ削 りJ

l

にぷい黄褐色

普通

南壁際 韓土 中層

6

鉢 Å 「1 3．8」 目線部 の破 片 J 目線部 は外 反 し， 体 部外 面縦位の 平行叩 き，内面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 4 2　5 ％ P L日用

須 恵 器 B （7．5） ＝縁端部 を十方につ まみ あげてい

る。

ラナデ㍉ 灰黄色

普通

南壁際 覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地点 ！ 備　　 考

径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm）！重射 g ）

第269図7 球　状　土　錘 3．6 3．2 007 ！ （2時 南東部覆土中層l欠損　 りP 5　　　　　 PLl19

－314－



3　中世の遺構と遺物

遺構としては，竪穴状遺構3基と土坑8基，土塁1条を検出した。以下，遺構と遺物について記載する。土

坑の時期と性格については，吉原作平氏の「粘土張り墓城についての一考察一前田村遺跡の粘土張り遺構を取

り上げて－」（『研究ノート』3号　茨城県教育財団）を参考にした。

（1）竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構（第270図）

位置　調査区城の中央部，B2C7区。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸2．66mで，長方形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は3～6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

覆土　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片12点が出土している。第270図1は土師質土器皿で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から14世紀頃と考えられる。

第270図　第1号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第1号竪穴状遺構出土遺物観察表

嶺
0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　⊥　　　」

図版番号券　種計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第270園 皿 B（3．7）口縁部欠損。休部は大きく外傾す体部内・外面ロクロナデ。底部回石英・雲母・砂粒P130％PL120

1 土師質土器C　　5．6 る。 転糸切り。 黄橙色

普通

覆土中
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第2号竪穴状遺構（第271・272図）

位置　調査区城の中央部，C2f3区。

規模と平面形　北東辺3．65m，南西辺2．76m，北東辺2．78m，南辺2．30mで，台形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は8～21C皿で，垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，中央部から西部にかけて硬化面が認められる。北部から粘土が検出された。

二Il1

．－．

＼

＼
l

鬼′／
つ

＼

＼

．‾一三もここ一こ・

第271図　第2号竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

L二＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

2m

lA‾35二云三三三二二＝ニ㌻Tl－
1

」し　3　2，　2．212，，2　2↑　21

3　　3　3　　　　3　　　　3

3　　　　　　　　　1

！　　　；　　　！

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでいる

ことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

－◎1暗褐色：宗禁子温豊土附’炭化粒子’ロ‾
2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量，

ローム小ブロック極微量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック極微量

遺物　土師器片28点，須恵器片2点，陶器片1点，

鉄製品1点，礫1点が出土している。第272図1・

2は土師質土器皿である。1は西コーナー部の覆土

中層から出土している。2は西壁側の覆土中層から
0　　　　　2cm

！　こ；！

第272図　第2号竪穴状遺構出土遺物実測図

出土した破片と覆土下層から出土した破片が接合し

たものである。3は鉄釘である。中央部の覆土下層

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から15～16世紀頃と考えられる。
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．ノ・∴、．・、．・　　　　ノ　言∴、

図版番号 器　 種 計測値（C毘） 器　 彩　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第272回 皿 Å　白0．針 底部から体部の破片ご　平底∴休部　 体部内 ・外面ロクロナデ∴底部回 長石 ・雲母 ・砂粒 P 50 30％ PL 120

l 土師質土器 8 （2．61 はわずかに内攣しながら大きく外　 転糸切り、 にぷい赤褐色 西コーナー部預

C　　 5．3 傾する。 普通 土中層

2

皿 Å　白1．事 休部はわずかに内増しながら大き　 体部内 ・外面ロクロナデ∴ 長石・石英・雲母・ P 亜 10％ PL 120
土師質土器 8　　 3．9 く外傾する。 砂粒 西 壁際 覆士 申

C ［5 ．4］ にぷい赤褐色 層 ・下層

普通

図版番号　種　　　 別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　　 考径 （cn）i長さ（料 巨蟻 （g）

第2門図3　鉄　　　　 釘 0．5 9．1 （8．7）中　央　部　将　士　下　層 M I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL120

第磯考竪究状遺構（第273㊧2冒4因）

位置　調査区域の中央部，C2el区。

重複関係　本跡は，第8号溝に掘り込まれていることから，第8号f射亦より古い。

規模と平面形　長軸2．52m，短軸［2．29］111で∴方形と推定される。

童軸方向　N－140－E

壁　壁高は7～19cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であ年，中央部から西部にかけて硬化面が認められる。

＿‾．．′′／′、・ノノー：′て．　－t L　ノ　、ノン十ノ十六、、、′、′′’∴　弓′・′．　′、ら′完、ノー　十く　一ふ．．！、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼上粒千・歳化物・炭化粒子・ローム【巨プロ、ソク・ローム小ブロック極微鼠

2　暗　褐　色　ローム粒子少軋　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック極微量

：う　暗　褐　色　ローム粒r・少鼠　ローム小ブロック微量，炭化粒子極微量

遺物　土師器片用意　須恵器片　点　土師質土器片　点　陶器片　点，礫温点が出土している。第274図1は

土師質上器外耳鍋で，南部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から中世と考えられる。

僅∋＋シ‖
し／「／rl

L／＼

窮那囲　第　号竪究状遺構実測図
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第274図　第4号竪穴状遺構出土遺物実測図

第4号竪穴状遺構出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第274図外耳鍋B（7．7）外耳部の破片。体部は内野する。体部内・外面ナデ。体部外面に把雲母・赤色粒子・P38　5％PL121

1 土師質土器 手がついている。 砂粒

にぷい橙色　普通

南部覆土下層

（2）土　　坑

第1号土坑（第275図）

位置　調査区城の中央部，B2f8区。

重複関係　本跡が第2号土坑を掘り込んでいることから，第2号土坑より新しい。

規模と平面形　長径2・36m，短径1．66mの隅丸長方形で，深さは3～7cmである。厚さ約5cmの粘土が全面に

貼られている。

長径方向　N－410－W

壁　横やかに立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
2　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。

④　　　　　I

くI

第275図　第1・2号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　－　－－ト　一一一1－－」
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第2号土坑（第275図）

位置　調査区域の中央部，B2e8区。

重複関係　本跡は，第1号土坑に掘り込まれていることから，第1号土坑より古い。

規模と平面形　長径1．47m，短径（0．95）mの隅丸長方形と推定され，深さは4～10cmである。厚さ約5cmの

粘土が全面に貼られている。

長径方向　N－470－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・中ブロック・粒子少量
2　灰黄褐色　粘土粒子多量

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。

第3号土坑（第276図）

位置　調査区域の北部，B2C6区。

規模と平面形　長径2．17m，短径（1．62）mの長方形と推定され，深さは47～57cmである。厚さ約5cmの粘土

が全面に貼られている。

長径方向　N－46。－E

壁　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム

2　暗　褐　色　ローム
3　暗　褐　色　ローム

4　暗　褐　色　ローム

中ブロック多量，ローム大・小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

小ブロック多量，ローム大ブロック・中ブロック・粒子中量，炭化材微量
中プロツ

大プロツ

ク・粒子中量

ク多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片5点，須恵器片2点が出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。

l

第276図　第3号土坑実測図
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第4号土坑（第277図）

位置　調査区域の北部，B2a7区。

重複関係　本跡が第2号住居跡を掘り込んでいることから，第2号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径（3．12）m，短径1．74mの長方形と推定され，深さは30cmである。厚さ約5cmの粘土が全

面に貼られている。

長径方向　N－650－E

堂　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

孝土　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土′トブロック少量，ローム大ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土中ブロック少量，ローム大ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土大ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片87点，須恵器片11点，陶器片1点，礫3点が出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。

㊥

第277図　第4号土坑実測図

＿皇36．6m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　＿＿＿！

第5号土坑（第278図）

位置　調査区域の北部，A2j8区。

重複関係　本跡が第3・12号住居跡を掘り込んでいることから，両遺構より新しい。南コーナー部で第6号土

坑と接しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　北側の半分は調査区域外である。長径（2．60）m，短径（1．85）mの長方形と推定され，深さは

50～95cmである。厚さ約5cmの粘土が全面に貼られている。

長径方向　N－580－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。
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覆土　9層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック少量
3　極暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，煉土粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　極暗褐色　ローム大プロッタ多量，ローム中・小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
8　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム大ブロック微量
9　極暗褐色　砂粒多量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片17点，須恵器片1点，鉄棒が出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。

第278図　第5号土坑実測図

2m

ト一・　十　‥－　1

第6号土坑（第279図）

位置　調査区城の北部，A2j8区。

重複関係　本跡が第3・12号住居跡を掘り込んでいることから，両遺構より新しい。西コーナー部で第5号土

坑と接しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2・62m，短径1・68mの隅丸長方形で，深さは17～24cmである。厚さ約5cmの粘土が全面に

貼られている。

長径方向　N－500－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐

2　時　褐

3　暗　褐

4　黒　褐

5　暗　褐

色

色

色

色

色

ローム中ブロック・小ブロック・粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量

粘土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

ローム粒子・粘土小プロッタ少量，炭化粒子・ローム小プロッタ微量

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

粘土粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片36点，須恵器片10点，陶器片2点が出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えられる。
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第278図　第6号土坑実測図

第60号土坑（第280図）

位置　調査区城の北部，A2hO区。

旦36月m

「＝二王二二二フ‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　；　　」

第280図　第60号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　1　　　」

重複関係　本跡が第10号住居跡の南コーナー部を掘り込んでいることか

ら，第10号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径2．25m，短径（1・30）mの長方形と推定され，深さ

は17～24cmである。

長径方向　N－500－E

壁　外傾して立ち上がる。南コーナー部に粘土が貼られた痕が残っている。

底面　凹凸が認められる。

覆土　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積

と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム′トブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量

所見　本跡は，遺構の形態と規模，検出位置等から中世の土坑と考えら

れる。

第28号土坑（第281図）

位置　調査区城の南西部，C2il区。

重複関係　本跡は，第29号土坑に掘り込まれていることから，第29号土坑より古い。

規模と平面形　長径1．09m，短径0．68mの楕円形で，深さは66cmである0

長径方向　N－14。－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる0
土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量，ローム大ブロック・粘土小ブロック・

粘土粒子極微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・ローム大ブロック・粘土小ブロック

微量，炭化粒子極徴量

遺物　土師器片3点，須恵器片1点，陶器片2点，不明土製品2点，不明鉄製品1点が出土している0第281
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図1は陶器椀で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。

⑥　　　　　　　　旦34・8m

第281図　第28号土坑実測図

第28号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l i　　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第281図椀A［8．6］口緑部欠損。平底。休部は内暫し体部内・外面ロクロナデ。底部回精良　鉄軸（にぶP5820％PL121

1 陶　　器B（3．2）

C［5．2］

て立ち上がる。 転糸切り。 い赤褐色）

普通

覆土中

（3）土　　塁

第1号土塁（第282図・付図2）

位置　調査区城の南西部，Cl fO区。

重複関係　第9号溝の上部に，東西方向に構築されていたと推定される。

規模と形状　調査区域内で確認された規模は，長さ約（1m），上幅0．70m，下幅3．56mである。断面形は台

形状である。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　ーヤ　　ーー・1

第282図　第1号土塁実測図

盛土　5層からなる。2層から5層は盛土である。ロームブロックを含み，粘性としまりが強い。1層は土塁

構築後の堆積土である。

土眉解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子・ローム小ブロック・粘土粒子極微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
3　極暗褐色　ローム粒子微量・ローム小ブロック極微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量，炭化粒子極微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック極微量

遺物　土師器片5点，須恵器片8点，土師質土器片2点が出土している。

所見　本跡は，確認された位置から，調査区城外の東側と西側（Cl区とC2区）に残っている土塁とつながっ

ていたと考えられ，津賀城跡の土塁の一部と推定される。
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4　近世の遺構と遺物

遺構としては，土坑2基を検出した。以下，遺構と遺物について記載する。

（1）土　　坑

第30号土坑（第283図）

位置　調査区城の南西部，C2i2区。

重複関係　本跡は，南東部を第47号土坑に掘り込まれていることから，第47号土坑より古い。

規模と平面形　径0．80mの円形で，深さは60C皿である。

壁　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量，ローム
大ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック・粘土小ブロック微量，ローム大ブロック極微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，粘土小ブロック微量，炭化粒子極微量

遺物　土師器片7点，陶器片3点，磁器1点，礫1点，煙管1点と古銭1点が出土している。第283図1は煙

管で，2は寛永通宝銭である。いずれも覆土中から出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模及び寛永通宝銭が出土していること等から近世の墓境と考えられる。

④＼

0　　　　　　1m

ヒ二一一十一一一一一一一一一一一一二∃

第283図　第30号土坑・出土遺物実測図

第30号土坑出土遺物観察表

2cm

l　芸　上

2cm

し二二二＿［二∃

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm ） 重量（g ）

第283図1 煙　 管　 雁　 首 （3．6） 0．9 （6．4） 覆　　　　 土　　　　 中 M 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 121

図版番号 銭　　　 銘
計　　　　　 測　　　　　 値

初 鋳 年 代 備　　　　　　　　　　　 考

外径（cm ） 厚さ（CⅡl） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第283図2 寛　 永　 通　 宝 2 ．3 0 ．09 0 ．60 （1．28） 1 6 6 8 年 M 4　　 正文字　 覆土中　　　　　　 PL 121
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第36号土坑（第284図）

位置　調査区城の南西部，C2jl区。

規模と平面形　長径0．83m，短径0．49mの楕円形で，深さは49cmである。

長径方向　N－390－E

壁　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒子少量，粘土小ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量，粘土粒子極微量

3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，粘土小ブロック微量，焼土粒子・粘土粒子極微量

遺物　土師器片5点，陶器片2点，不明鉄製品3点，古銭1点，鉄棒が出土している。第284図1は洪武通宝

銭で，覆土中から出土している。

所見　本跡は，遺構の形態と規模及び洪武通宝銭が出土していること等から近世の墓塀と考えられる。

折2月
旦34．8m

「二二二「

第284図　第36号土坑・出土遺物実測図

第36号土坑出土遺物観察表

1

0　　　　　　　2cm

ト－ヤー　」

図版番号 銭　　　 銘
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 鋳年代

備　　　　　　　　　　　 考
外径（C皿） 厚さ（cm） 孔径（C皿） 重量（g）

第284図1 □　武　通　□ （2．5） 0．1 0．65 （2．52） 1580年以降 M 5　　 山武　欠損　覆土中　　　 PL121
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5　時期不明の遺構と遺物

遺構としては，竪穴住居跡9軒，竪穴状遺構1基，土坑50基，溝15条を検出した。以下，遺構と遺物につい

て記載する。土坑は，形状に特徴をもつもの等の11基を記載し，それ以外は一覧表で報告する。

（1）竪穴住居跡

第7号住居跡（第285図）

位置　調査区域の北東部，A3il区。

重複関係　本跡は，西部を第5号住居に，南部を第9号住居に掘り込まれていることから，両遺構より古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸（2．11）mで，方形と推定される。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は3～9cm，緩やかに立ち上がる。

床　凹凸が認められる。北部から粘土が検出された。

覆土　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片28点，須恵器片1点，陶器片1点，礫1点が出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トー－－十一一－1－」

第285図　第7号住居跡実測図

第10号住居跡（第286図）

位置　調査区域の北部，A2h9区。

重複関係　本跡は，東コーナー部を第6号住居に，南コーナー部を第60号土坑に掘り込まれていることから，

両遺構より古い。

規模と平面形　長軸3．71m，短軸3．55mで，方形である。

主軸方向　N－540－E

壁　壁高は12－15cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦である。
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8

尋
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i＿二二二二二二」ニー．二＿二二j

第調図　第柑号住居跡実測図

尊堂　3層からなる。ロームブロックと粘土ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼士粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量
2　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子少量，ローム中ブロック・粘土大ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック少量

遺物　土師器片30点，須恵器片4点，陶器片1点，礫3点が出土している。

所農　本跡の時期は，10世紀の第6号住居に掘り込まれているので，それ以前である。

第m考住居跡（第287e288図）

位置　調査区域の北部，A2gO区。

重複関係　本跡の，西コーナー部が第11号土坑を掘り込み，東壁を第1号溝に掘り込まれていることから，第

11号土坑より新しく，第1号溝より古い。

規模と平面形　長軸3．36m，短軸3．10mで，方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は41～56cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。北壁中央部は，径86cmの半円形状に，8cmの深さで外側に掘

り込まれている。

床　ゆるい起伏が認められる。

覆蓋　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　3層より色調が明るい。

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片14点，陶器片1息土製品1点（球状土錘）が出土している。第288図1は球状土錘で，覆土

中から出土している。
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第2酢図　第醐考住居跡実測図

㊨

5cm

』＝＝』二二二』

第調園　第m考住居跡出藍遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　2m

』二二二二二』二二二二二二二』

所凰　本跡の時期はタ　時期を決定できる遺物が出土していないこ

とから不明である。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 位 置 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第288図1 球 状　 土　 錘 2．5 1．9 0．5 （9 ．5） 覆　 土　 中 D P 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL l17

第臓号住居跡（第289図）

位置　調査区城の北部，A2j8区。

重複関係　本跡が第3号住居跡を掘り込み，中央部を第6号土坑に，西部を第5号士坑に掘り込まれているこ

とから，第3号住居跡より新しく，第5e6号土坑より古い。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸（4．32）mで，長方形と推定される。

童軸方向　N－00

壁　壁高は6～8cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦であり，東部から南部にかけて硬化面が認められる。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
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窮調図　第帽考健贋跡実測図

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒F子中鼠　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量∴　炭化物・ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量

遺物　土師器片10点が出土している。

所農　本跡の時期は　時期を決定で　る遺物が出土していないことから不明である。

第臓考健腰掛（第290囲）

位置　調査区域の北西部，A3C4区。

親機歴平面形　北東側の半分以上は調査区域タもである。長車由複。29m撃　短軸（0潤）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－310－E

壁　壁高は12－13cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

ぽッ終　息か所。鋸は径23cmの閏形でタ　深さは58cmである。性格は不明である。

啓蓋　8層からなる。ロームブロックを含んでいることからタ　Å為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

ローム粒f一少鼠　焼上位千一・炭化粒f一徹量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・粘上中プロ、ソク少量．炭化粒子微音

ローム粒子少鼠　炭化粒r一微量　2層より色調が明るい．、＿、

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量，焼目白二微量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量
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第290図　第13号住居跡実測図

」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

遺物　土師器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第15号住居跡（第291図）

位置　調査区域の中央部，B2i7区。

1

第291図　第15号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　　2nl

l　　　　；　　　！
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規模と平面形　南東側のl半分は調査区域外である。長軸［5．13］Ill，鯨油［4．76］ITlの方形と推定される。

主軸方向　N－170－W

璧　壁高は3～31cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

囁　北壁の中央部を掘り込んで，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存して

いる。規模は，煙道部から焚日部まで109cm，最大幅125C恥　壁外への掘り込みは27cmである。火床部は床面を

25cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤化し，硬化している。煙道は外傾して立ち上がる。

種土膚解散

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量，粘土粒子極微量

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック0炭化粒子・ローム粒子微量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量，焼土中ブロック極微量

尊皇　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　土師器片78点，須恵器片2点，陶器片1点，鉄棒が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第柑考健贋跡（第292。293図）

位置　調査区域の中央部，B2i5区。

重複関係　本跡が第15号土坑を掘り込み，北西壁を第8号溝にタ　南壁を第23号土坑に掘り込まれていることか

ら，第15号土坑より新しく，第8号溝跡と第23号土坑より古い。

規模と平面形　長軸5．19m，短軸3．08mで，長方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は10～44cmである。中位まで垂直に立ち上がる。中位に幅6～40cmの段があり，中位から上位は垂直

に立ち上がる。

床　平坦である。南西壁下に硬化面が認められる。

尊皇　5層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子極微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片223点，須恵器片18点，土師質土器片1点，陶器片1点，土製品1点（球状士錘），石製模造品

1点（有孔円薇），礫3点，鉄津が出土している。第293図1は球状土錘で，北西部の覆土下層から出土してい

る。2は石製模造品の有孔円板で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。
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第調図　第帽常住贋跡実測図
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第調図　第柑号住居跡出藍遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表

＿三三三＿：二

∈≡迂≡≫2 2cm

』＝』＝＝＝』

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土位置 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第293図1 球　状　土　錘 2．6 2．4 0．4 （12．3）北西部覆土下層 欠損　　 DP 4　　　　　　　　　　　 PLl19

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第293図2 石製模造品 2．8 0．45 0．1 （2．9）滑　　　　 石 有孔円板　 欠損　 覆土中　 Q 2　　　 PLl19
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第臓考健腰跡（第294図）

位置　調査区域の南西部，DldO区。

規模と平面形　南東側半分は調査区域外である。長軸2。52m，短軸　鉦05）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は2～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ぽッ睦　1か所。Plは長径20C恥　短径16cmの楕円形で，深さは6cInである。性格は不明である。

啓蓋　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量，炭化粒子極微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック。粒子少量，ローム中ブロック極微量

遺物　土師器片2点，須恵器片1点，陶器片1点がJ甘上している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

二二　　　二㌧ll　　一二三二三二

ヾ密諜′　遵

現／遽
第調図　第柑考住居跡実測図

‾‾苛干‾‾
2　　　　　　　　　　　2

⊥」
2m

』一二二二二ヒ二l二二＿＿j

第22号住居跡（第295図）

位置　調査区域の南西部，DleO区。

規模と平面形　東部と南部は調査区域外である。長軸（2．07）m，短軸（1．70）mで，長方形と推定される。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は14～34cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

尊皇　5層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子微量，ローム小ブロック・粘土粒子極微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，粘土粒子極微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，粘土粒子極微量

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。
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第調図　第詔考健贋跡実測図
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（2）竪穴状遺構

第3号竪究状遺構（第296◎297図）

位置　調査区域の南部，C2d3区。

規模と平面形　長軸2．96m，短軸1．88mで，長方形である。

主軸方向　N－620－W

壁　壁高は22～44cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦であり，南東壁側を除いて硬い。

尊皇　6層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量・焼土粒子極微量

炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子・ローム大ブロック極微量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ローム大ブロック極微量　4層より色調が明るい。

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ローム大ブロック極微量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量，ローム中ブロック極微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片13点，土師質土器片3点，鉄製品（釘）1点，不明鉄製品1点，礫1点が出土している。第297

⑥　　竿
二二二二二二二＝二一二二二二二二二二二

△

第調国　第　号竪坑状遺構実測図
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図1は不明鉄製品で，中央部の覆士中層から出上している。、2は

鉄釘で，南コーナー部の覆土下層から出上している．

所農　本跡の時期はタ　時期を決定できる遺物が出土していないこ

とから不明である．

第3号竪穴状遺構出土遺物観察表

一瓢ギ
0　　　2cr閃

［－二一、‥二一一

第調聞　第　号竪究状遺構
出土遺物実測図

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！ 出 土 位 置

備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）　 厚さ（cm）　 重量 ね ）

第297図1 不 明鉄 製 品 3．3 0．7 （4．4） 中　 央　 部　 覆　 土　 中　 層 M 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 120

2 鉄　　　　 釘 （2．5） 0．4 白鳥） 南コーナー部 覆 土下 層 M 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 120

（3）土　　塊

第瑠璃尊堂琉（第298囲）

位置　調査区域の南西部，C2C3区．

重複関係　本跡が第19号土坑と第8号溝跡を据i）込んでいることから，両遺構よl）新しい。1

規模と平面形　長軸1＿．46nl，短軸1．32Illの長方形で，深さは27cmである。

長軸方向　N－710－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　ゆるい起伏が認められる言南コーナー部から炭化材が検出された。

覆土　2層からなる。－　ロームブロックと粘士を含んでいることから，人為堆積と考えられる、、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，粘土小ブロック・粒子少鼠　焼土粒了‥ローム小ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム粒f一多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック微量，焼‖抜手極微量

遺物　土師器片2点が～廿上している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遣物が出土していないことから不明である。

第謂図　第摘考量坑実測図
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第15号土坑（第299図）

位置　調査区域の南西部，B2i5区。

重複関係　本跡は，第16号住居と第8号溝に掘り込まれていることから，両遺構より古い。

規模と平面形　長径3．19m，短径1．51mの楕円形で，深さは164cmである。

長径方向　N－58。－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸が認められる。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，壌土粒子・炭化粒子微量，ローム小ブロック極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，ローム小ブロック極微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，ローム中ブロック・粘土粒子極微量

4　極暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片93点，須恵器片9点，土師質土器片3点，陶器片6点，石製品2点（磨石・砥石），粘土塊3

点，礫1点が出土している。第299図1は磨石で，中央部の覆土中層から出土している。2は砥石で，覆土中

から出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第299図　第15号土坑・出土遺物実測図
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第15号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第299図 1 磨　　　　 石 10 ．2 （8 ．0） 3 ．4 （3 99 ．8） 砂　　　　 岩 凹石兼用　 中央 部覆土中層　　 Q 5　 P L 1 21

2 砥　　　　 石 （10 ．9） 4 ．6 2．5 （13 5 ．9） 凝　 灰　 岩 欠損　　 覆土 中　　 Q 4　　　　　 P L 12 1

第柑考量坑（第300図）

位置　調査区域の中央部，C2d4区。

重複関係　本跡が第17号土坑を掘り込んでいることから，第17号土坑より新しい。

規模と平面形　長軸1．85m，短軸1．44mの長方形で，深さは62cmである。

長軸方向　N－260－E

壁　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。北部と西部から炭化材が検出された。

尊堂　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・粒子微量

3　にぷい褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック極微量
4　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック中量

所農　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。

⑤　　　神
韻遠

第期図　第帽考量坑実測図
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第別号丑境（第301図）

位置　調査区域の南西部，C2d2区。

重複関係　本跡は，南東部を第8号溝に掘り込まれていることから，第8号溝跡より古い。

規模と平面形　長軸［1。92］m，短軸1。42mの長方形と推定される。深さは8～20cInである。

長軸方向　N－670－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　ゆるい起伏が認められる。東コーナー部から炭化材，北壁中央部側から焼土が検出された。

尊皇　2層からなる。粘土粒子を含んでいることから，人為堆積と考えられる。
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第調図　第別号蓋坑実測図
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土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

遺物　須恵器片1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第22号蓋坑（第302回）

位置　調査区域の南西部，C2d3区。

重複関係　本跡が第8号溝に掘り込まれていることから，第8号溝跡より古い。

規模と平面形　長軸［1．15］m，短軸0．71mの長方形で，深さは6～13cmである。

長軸方向　N－850－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸が認められる。中央部から南壁にかけて炭化材が検出された。

尊堂　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量，ローム小ブロック極微墓

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。

第3の2回　第22号丑坑実測図
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第23考量坑（第303図）

位置　調査区域の南西部，B2j6区。

重複関係　本跡が第16号住居跡を掘り込んでいることから，第16号住居跡より新しい。

規模と平面形　長径0．71m，短径0．58mの不整楕円形で言策さは8～15cmである。

長径方向　N－130－E

堂　外傾して立ち上がる。

底面　血状である。

尊皇　4層からなる。員を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　貝多量，ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片2点，須恵器片1点，礫2点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

篇303囲　筑2鍼土坑丈瀬固

第32号蓋坑（第304。305図）

位置　調査区域の南西部，C2i2区。

規模と平面形　長径1．08m，短径0．96mの楕円形で，深さは65cmである。

長径方向　N－80－E

壁　垂直に立ち上がる。

‾て「二一

第3餌泡　篇32号土坑実測盟
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底面　平坦である。

尊皇　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量，ローム小ブロック極微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量，ローム中ブロック極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・小ブロック少量，粘土粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　土師器片2点，陶器片3点，石製品3点が出土している。第305図1－3は砥石で，覆土中から出土し

ている。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第32号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第305図 1 砥　　　　 石 8 ．7 3 ．0 3 ．1 （84 ．9） 凝　 灰　 岩 覆土 中　　 Q 6　　　　　　　　　　 P L 1 21

2 砥　　　　 石 （8 ．2） 3 ．3 2 ．7 （89 ．4） 凝　 灰　 岩 欠損　　 覆土中　　 Q 7　　　　　　 P L 1 21

3 怪　　　 石 】 （7・8） 2 ．2 1．5
l

】 （38 ・5）一凝　 灰　 岩 ー欠損　 覆土中　 Q 8　　　　 P L 1 21

第欝号丑坑（第306図）

位置　調査区域の南西部，D2al区。

規模と平面形　長軸0．89m，短軸0．38mの隅丸長方形で，深さは37cmである。

最軸方向　N－540－W

壁　垂直に立ち上がる。

底面　皿状である。

覆蓋　2層からなる。焼土粒子と炭化粒子を含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　鉄製品3点が出土している。第306図1～3は鉄製鍵で，北部の覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。
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第調図　第欝考量坑◎出立遺物実測図

第37号土坑出土遺物観察表

危3

◎
予

2cm

』ここ藍＝』

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 位 置

備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） i 厚さ（cm） 重量 （g ）

第306図1 鉄　 製　 鉱 3．1 3．2 1 ．2 （9．5） 北部覆土下層 M 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 p L 121

2 鉄　 製　 鎚 3．2 4 ．3 1．2 （13．6） 北部覆土下層 M 6　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L121

3 鉄　 製　 鉛 （1．4） 3 ．7 1．0 （7．0） 北部覆土下層 欠損　　 M 8　　　　　　　　　　　 PL 121

第姻考蓋琉（第307図）

位置　調査区域の南西部，C2hl区。

重複関係　本跡は，南東部を第50号土坑に掘り込まれていることから，第50号士坑より古い。

規模と平面形　長径1．37m，短径0．73mの隅丸長方形で，深さは11cmである。

長径方向　N－590－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　血状である。中央部から焼土が検出された。

覆土　単一一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子極微量

礎）
2　　　　　　　　　1

2m

』二二二二士二二二二二』

鑑霊槽　第爛号±坑05号土坑（篇盟号土坑出立遺物実測国
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遺物　土師器片3点が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第5の尊皇坑（第307図）

位置　調査区域の南西部，C2il区。

重複関係　本跡が第49号土坑を掘り込んでいることから，第49号土坑より新しい。

規模と平面形　長径1．36m，短径1．02mの楕円形で，深さは12cmである。

長径方向　N－540－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。中央部から炭化材と焼土が検出された。

尊皇，2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック。ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

遺物　土師器片3点，須恵器片1点，不明銅製品1点が出土している。第307図1は不明銅製品で，覆土中か

ら出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第50号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 位 置 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第307図1 不 明 銅 製 品 4．4 1．0 0 ．3 （7．4） 覆　 土　 中 M ll　　　　　　　　　　　　　　　 P L 121

第55考量坑（第308図）

位置　調査区城の南西部，り1C7区。

0　　　　　　1m

』二二二ヨここ＝＝』

浩398圃　誌55号±坑寅乱鰯

規模と平面形　長径1淵7m，短径0・85mの楕円形で，

深さは24～29cmである。

長径方向　N－480－E

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

種蓋　2層からなる。貝を含んでいることから，人

為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　貝多量，ローム粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

遺物　土師器片11点，須恵器片5点，土師質土器片

3点が出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土

していないことから不明である。
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第7号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロックe粒子少量，焼土粒子・炭化粒

子微量

2　褐　　　色　ローム太ブロック多量，ローム中ブロック少量，
ローム小ブロック微量

第8号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

第9号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム小ブ

ロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第10号土坑土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー

ム小ブロック微量
3　にぷい黄褐色　粘土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック中量，
ローム小ブロック・粒子少量

5　黒　　　　色　炭化粒子少量

第11号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粒子中
量，焼土粒子・ローム太ブロック少量，炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック
中量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ロー
ム大ブロック少量，焼土粒子微量

第12号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，

ローム大・中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック少量

第13号土坑土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子サ炭化粒子微量
3　暗　褐　色　炭化物少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第17号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック

少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量，ローム太ブロック極微量

第18号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子多量
2　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第19号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒

子・ローム中ブロック極微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒

子・ローム中ブロック極微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒
子・ローム大ブロック・ローム中ブロック極微量

第20号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒千少鼠　ローム大・申ブ

ロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック8粒子少量，焼土粒子・炭化粒
子・ローム中ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，ローム
中ブロック極微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，ローム
大ブロック極微量

第24号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

6　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子
少量，炭化粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，ローム
中・小ブロック少量

第25号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒了少量，

粘土小ブロック微量

第27号土坑土屑解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量

第29号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼十粒子・ローム粒子少量，炭化粒千・ローム小

ブロック・粘土粒子微量
2　褐　　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子中量，ロー

ム大ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

第31号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子
微量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック極
微量

3　極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子極微量

第33号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム大・中ブロック中量，ローム小ブロック・

粒子少量，炭化粒子極微量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒

子・粘土粒子少量，ローム大ブロック微量

第34号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微

量，炭化粒子・粘土粒子極微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小

ブロック極微量

第35号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒

子・炭化粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量，焼土粒子・炭化粒子・
ローム小ブロック極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子微
量，焼土粒子極微量

－346－



第38号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，

焼士粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

第39号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小

ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・
粘土粒子微量，焼土粒子e炭化粒子・粘土小ブ
ロック極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量，焼土粒子・討イレJソ＼lしl

粒子・ローム小ブロック極微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微

量，焼十粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・粘
土小ブロック極微量

第40号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼士粒子・炭化粒
子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック極
微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック
極微量

第41号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック・

ローム小ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子少

量，焼土粒子・ローム大ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，

焼土粒子e炭化粒子eローム中ブロック極微量

第42号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子極微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，

ローム中ブロック微量，粘土小ブロック極微量

第43号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック・
粘土粒子微量，炭化粒子・粘土小ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブ
ロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム大ブ
ロック・粘土粒子微量，粘土小ブロック極微量

第44号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小

ブロック・粘土粒子微量，ローム中ブロック極微量
2　褐　　　色　炭化粒子・ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク・ローム粒子中量，焼土粒子・ローム大ブロッ

ク・粘土粒子少量，炭化物・粘土小ブロック微量
3　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中

ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子微量

第45号土坑土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，粘土粒子
微量

第46号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒

子少量，粘土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物

微量，炭化粒子・粘土粒子極微量
3　黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子・粘土小

ブロック・粘土粒子少量，ローム大ブロック微量，
焼土粒子・炭化粒子極微量

第48号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子。ローム粒子少量，炭
化粒子・ローム小ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロー
ム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム大ブ
ロック・粘土小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・粘土小ブ
ロック・粘土粒子少量・焼土粒子・炭化粒子極微量

第51号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック・

粘土粒子微量，焼土小ブロックサ粒子極微量
2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック・

ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，炭
化粒子微量

第52号土坑土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，
ローム中ブロック微量，焼土粒子・ローム太ブ
ロック極微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子微量，炭化粒子極微量
3　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量，粘土

小ブロック極微量

第53号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・ローム
中ブロック微量，焼土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・粘土粒
子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量，焼
土粒子極微量

4　黒　褐　色　炭化粒子中量テ　ローム小ブロック・飴子心音　雌l－L一　■　．一Jr　　一十ト，　　′ツ1J

土粒子極微量

第54号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・ローム
中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子微量，粘
土中ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，粘土小ブロック少量，
ローム小ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子・粘
土中ブロック極微量

第56号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック0

粘土粒子微量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブ
ロック・粘土小ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

第57号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量，ローム小ブロッ

ク極微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック
微量

第58号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロックe粒子少量，ローム中ブロック

微量，炭化粒子極微量
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（5）溝　　跡

第瑠考清勝（第312図巨付図2）

位置　調査区域の北東部，A2e9区～A3i3区。

重複関係　本跡が第11号住居跡を掘り込んでいることから，第11号住居跡より新しい。

規模と形状　北西側と南東側は調査区域外である。長さは約（16．3）mで，上幅0。30～0。94m，下幅0．04－0．55m，

深さは約15cmである。断面形は鍋底形である。

方向　A2e9区から南東（N－1530－E）に直線的に延び，A2gO区でわずかに北東側に屈曲し，さらに

南東（N－1300－E）に直線的に延びている。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片16点，須恵器片2点，陶器片1点，礫1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第2号溝跡（第312図e付図2）

位置　調査区域の北東部，A3el区～A3f2区。

重複関係　本跡は，東端で第3号溝跡と接しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　西側は調査区域外である。長さは約（15。4）mで9　上幅1．25～1．40恥　下幅3020～4000mタ　深さ

は約85cmである。断面形はU字形である。

方向　A3el区から西（N－1230－E）に，緩やかに北に攣曲しながら延びている。

尊皇　6層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量
4　褐　　　色　ローム大ブロック・粒子多量，炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片68点，陶器片6点，礫2点，鉄棒が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第3号溝跡（第312図巨付図2）

位置　調査区城の北東部，A3f3区～A3h3区。

重複関係　本跡は，中央部で第2号溝と接しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　北西側と南東側は調査区城外である。確認できた長さは約（7・7）mで，上幅1・02～1・32m，下幅

0。32～0。44m言栄さは約70cmである。断面形はU字形である。

方向　A3f3区から南東（N－1430－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆豊　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子中量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　明　褐　色　ローム粒子中量
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遺物　土師器片63点，須恵器片7点，陶器片7点，礫5点が出土している。

新風　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第超考清勝（第312図巨付図2）

位置　調査区域の北東部，A3f3区。

規模と形状　本跡は，北西側と南東側が調査区域外であり，上幅の約半分しか確認できなかった。確認できた

規模は，長さ（2・1）m，上幅（0・96）m，下幅（0・40）m，深さは約65cmである。断面形は逆台形と推定される。

方向　確認された上端の向きから，北西から南東（N－1460－E）に延びていると推定される。

積立　5層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム大ブロック・粒子少量

5　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片20点，須恵器片1点，弥生土器片1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第5号清勝（第312図◎付図2）

位置　調査区域の北東部，A3C5区～A3e4区。

重複関係　本跡が第14号住居跡を掘り込んでいることから，第14号住居跡より新しい。

規模と形状　北東側と南側は調査区域外である。確認できた長さは約（11．0）mで，上幅0。50～0。鋪m，下幅

0。09～0。44m，深さは約38cmである。断面形はU字形である。

方向　A3C5区から南西（N－1490－W）に緩やかに南に攣曲しながら延びている。

尊皇12層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
　
褐
褐
褐
褐
褐
褐

暗
褐
暗
明
暗
明
暗
暗
褐
褐
褐
褐

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・粒子少量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム小ブロック少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック・粒子多量
－ム粒子中量
－ム小ブロック少量

－ム粒子少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック・粒子少量
－ム小ブロック多量，ローム粒子少量

ム
　
ム

一
一

小ブロック・粒子多量
中ブロック中量，ローム粒子少量

ーム粒子多量

遺物　土師器片35点，須恵器片4点，礫1点，鉄棒が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第6号溝跡（第312図◎付図2）

位置　調査区域の中央部，B2h9区～B2i7区。

規模と形状　北東側は調査区域外である。確認できた長さは約（10。9）mで，上幅1．25～1．75m，下幅1。20～

1．45m，深さは約60cmである。断面形は鍋底形である。

方向　B2h9区から南西（N－1080－W）に，わずかに西に攣曲しながら延びている。
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尊堂　7層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子多量，

ローム大ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子少量，

ローム大ブロック中量，ローム中・小ブロック少量

・粒子少量
e粒子少量

・粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子極微量
・粒子少量

ローム小ブロック微量

7　暗　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　土師器片56点，須恵器片1点，弥生土器片3点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第ア号濁跡（第312図e付図2）

位置　調査区域の中央部，C2a6区～C2b7区。

規模と形状　南側は調査区城外である。確認できた長さは約（4。9）mで，上幅1・10～1・90m，下幅0・21～0・48m，

深さは約65cmである。断面形はU字形である。

方向　C2a6区から東（N－900－E）に直線的に延び，C2a7区で南（N－1720－E）に屈曲し，さらに

直線的に延びている。

尊皇　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック極微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子・ローム中ブロック極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片絡軋　須恵器片6点，土師質土器片9点，陶器片12点，礫1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第8号湧跡（第3且2図の付図2）

位置　調査区域の南西部，B2i5区～C2fl区。

重複関係　本跡が第16号住居臥　第4号竪穴状遺構及び第18e19e21。22号土坑を掘り込み，第14号土坑に掘

り込まれていることから，第16号住居凱　第4号竪穴状遺構及び第18。19e2巨22号土坑より新しく，第14号

士坑より古い。南西側で第9号溝と接しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長さは約3信4m，上幅0．90～1。25m，下幅0．50～1．10m，深さは約37cmである。断面形は鍋底形

である。

方向　B2i5区から南西（N－1470－W）に，ほぼ直線的に延びている。

尊皇　5層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子極微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック極微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・ローム中ブロック極微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック極微量

遺物　土師器片33点，陶器片1点，磁器片1点，土製品1点が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。
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第9号溝跡（第3温2回◎付図2）

位置　調査区域の南西部，C2fl区～C2g4区。

重複関係　本跡は，第8号溝跡と北側で接しているが，新旧関係は不明である。本跡の上部に，第1号土塁が

構築されていたと推定される。

規模と形状　西側と東側は調査区城外である。確認できた長さは約（14．1）mで，上幅1．70～2．20m，下幅信20～

1．35m，深さは約50cmである。断面形はU字形である。

方向　C2fl区から東（N－1070－E）に，ほぼ直線的に延びている。

積立　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

2　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量，ローム小ブロック・粘土小ブロック極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック微量

遺物　土師器片92点，須恵器片9点，陶器片16点，磁器片1点，不明土製品1点，不明鉄製品6点，石製品1

点，銅製品2点，礫2点，鉄樺が出土している。

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第柑考清勝（第3且2図巨付図2）

位置　調査区域の南西部，ClgO区～C2gl区。

重複関係　本跡が第25号士坑を掘り込んでいることから，第25号土坑より新しい。

規模と形状　西側は調査区域外である。確認できた長さば的（4．3）mで，上幅0．40～0．60m，下幅0．20－0．30恥

深さは約12cmである。断面形は鍋底形である。

方向　ClgO区から東（N－1100－E）に，ほぼ直線的に延びている。

尊皇　2層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・粘土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量，粘土小ブロック極微量

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。

第醐号溝跡（第313図会付図2）

位置　調査区域の南西部，ClgO区～C2g2区。

規模と形状　西側は調査区域外である。確認できた長さは約（9。0）mで，上幅0．48～0。80m，下幅0．23～0．56m，

深さは約8cmである。断面形は鍋底形である。

方向　ClgO区から東（N－1000－E）に，ほぼ直線的に延びている。

尊皇　5層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
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2　暗

3　暗

4　暗
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量
量
量
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量

少
少
微
中
中

子
子
子
子
子

粒
粒
粒
粒
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

焼土粒子・炭化粒子極微量

焼土粒子・粘土粒子極微量

焼土粒子・炭化粒子極微量

焼土粒子・粘土粒子極微量

粘土粒子少量
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遺物　土師器片21点，須恵器片3点，陶器片1点が出＿lI二している．

所見　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第帽考清勝（第313図◎付図2）

位置　調査区城の南西部，C2hl区～Clh3区。

規模と形状　南東側は調査区域外である。確認できた長さば的（10。8）mで，上幅0。30～1．00m，下幅0。06～

0．60Ill言莱さは約20cmである。断面形は逆台形である。

方向　C2hl区で南西から北東（N－340－E）に直線的に延び，C2h2区で南東（N－1130－E）に屈曲

し，さらに直線的に延びている。

孝豊　3層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック8粘土小ブロックe粘土粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土小ブロック微量

3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック極微量

遺物　土師器片20点，陶器片3点，磁器片1点，石製品1点，鉄器1点が出土している。

所農　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第臓号清勝（第3且3回位相図2）

位置　調査区域の南西部，Cl j9区～DlaO区。

規模と形状　長さば約7．6m，上幅0．90～温．30m，下幅0．70－0．93m，深さは約25cmである。断面形は逆台形

である。

方向　Clj9区から南東（N－1150－E）に，ほぼ直線的に延びている。

尊皇　2層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子微量，粘土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量夕　粘土粒子微量，ローム申ブロック極微量

遺物　土師器片23点，須恵器片3点，石製品1点，鉄樺が出土している。

所農　本跡の時期はタ　時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。

第摘号清勝（第313図◎付図2）

位置　調査区域の南西部，C2i2区～C2jl区。

重複関係　本跡が第56号土坑に掘り込まれていることから，第56号土坑より古い。

規模と形状　長さは約3。Om，上幅0．80～0。92m，下幅0．40～0．60m，深さは約20cmである。断面形は逆台形

である。

方向　C2i2区から南西（N－1530－W）に，ほぼ直線的に延びている。

澤丑　単一層である。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないことから不明である。
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第臓考濁跡（第313図e付図2）

位置　調査区域の南西部，Dla8区～Dld8区。

重複関係　本跡が第21e25号住居跡と第57058e59号士坑を掘り込んでいることから，これらの遺構より新し

い。

規模と形状　北側と南側は調査区域外である。確認できた長さは約（15。0）mで，上幅0．90～鼠。50m，下幅0。60～

1．30m，深さは約40cmである。断面形は逆台形である。

方向　り1a8区から南（N－177〇一W）に，緩やかに酉に攣曲しながら延びている。

尊皇　4層からなる。ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック・粘土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，ローム小ブロック極微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子・ローム小ブロック極微量

遺物　土師器片252点，陶器片7点，不明鉄製品2点，礫1点，鉄棒が出土している。

新風　本跡の時期は，時期を決定できる遺物が出土していないことから不明である。
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6　遺構外出土遺物（第314・315・316図）

今回の調査で，遺構に伴わない土器や陶磁器，土製品，石器，石製品，金属製品等が出土している。ここで

は，それらの出土遺物のうち，（第314図）縄文土器片2点（早期・中期），弥生土器片4点（後期），須恵器片

2点，土師質土器片2点，陶器片1点について解説し，その他は，実測図（第315・316図）と観察表で報告す

る。

第314図1と2は縄文土器片である。1は条痕文系土器の胴部片である。2は中期の探鉢の口緑部片である。

口緑端部に横位の沈線が施され，以下に単節縄文LRが施されている。3～6は弥生土器片である。3は口緑

部片である。口唇部に原体押圧が，口緑部に附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。4・5は胴部片

である。4は附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。5は附加条二種（附加1条）の縄文が施された

後に，櫛歯状工具による波状文が施されている。6は底部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が施されてい

る。7・8は須恵器片である。7は碧の口緑部片で，横位の波状文が施されている。8は嚢の体部片で，縦位

の叩きが施されている。9・10は土師質土器片である。9は鉢の口緑部片で，菊花文が陰刻されている。10は

鉢の体部片で，縦位の沈線と竹管による円形の刺突文が施されている。11は陶器の椀の口縁部片で，菊花文が

施されている。12は常滑嚢の体部片である。断面部を砥石に転用している。

・、一　掬∠

‾口

第314図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第316図　遺構外出土遺物実測図（3）

遺構外出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－」

図版番号器　種計測値（C【n）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第315図杯A［14，4］口緑部欠損。平底。体部は内暫し体部内・外面ナデ，下端へラ削り。長石・砂粒P6820％PL123

1土師器B（6．6）て立ち上がる。 にぷい橙色

普通

2

】不　‾A　13．0上げ底。体部は内轡して立ち上が体部外面ロタロナデ，内面へラ磨石英・雲母・赤色P6395％PL123

土師器B　　4，3

C　　5．5

り，口綾部に至る。 き。内面黒色処理。 粒子・砂粒

にぷい黄橙色

普通

－358－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第315図 高台付杯 Å ［13．8］ 高台部欠損。体部 は内攣気味 に太 体部外面 ロクロナデ，内面へ ラ磨 長石 ・雲母 ・砂粒 P 机 20％ PL 123

3 土 師 器 B （3 ．0）

C ［5．8］

きく外博す る。 き。 内面黒色処 理。 橙色

普通

4

盤 B （3 ．7） 高台部か ら体部の破 片J 体部は外 体部内 ・外面 ロクロナデご　底部切 長石 ㍉与英 ・雲母 ・ P 65 35％ PL 123

須 恵 器 D ［13 ．6］

E　 l．0

傾 して立ち上が り， ＝縁 部はほぼ

直立 する。

り離 し後，高 台貼 り付け。 砂粒

黄灰色　 普 通

5

竃　　 鍔

須 恵 器

Å ［28 ．8］

B　　 3 ．6

C ［29 ．8］

断面 は L 字状であ る． 内 ・外面ナデ。 雲母 ・砂粒

灰色

普通

P 66　5 ％ PL 123

図版番号 器　 形 器　 質

計　　 測　　 値 （cm ） l 文 様 牒 徴

胎土 ・色調 粕　 薬 残存率 備　　 考

A B C D E

第315図

6

香　 炉 陶　 器 ［14 ．2］ （9．6） ［9 ．0］ 9 ．0 0．2 体部内 ・外面 ロクロ

ナデ。高台削り出し。

灰色

精良

鉄　 粕 45％ P 6 7　　　 P L 123

7
香　 炉 陶　 器 ［15 ．4］ 3．8 ［11 ．6］ 11．6 0．2 体部内 ・外面ロ クロ

ナデ。高台削り出し。

灰色

精良

鉄　 粕 30％ P 6 2　　　 P L 1 23

8
小　 椀 陶　 器 － （2．9） 3 ．2 － － 体部内 ・外面ロクロ

ナデ。高台貼 り付け。

灰色

精良

透 明柚 50％ P 6 1　　 PL 1 23

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 重量（g ）

第315図9 土　製　 支∴脚 5．6 （7．6） （140．6） 調査区中央部 欠損　　 D P 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
備　　　　　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第315図10 球　 状　 土　 錘 3 ．1 3 ．5 0 ．5 （36 ．0） D P 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 12 3

11 球　 状　 土　 錘 3 ．3 3 ．6 0 ．6 （36 ．7） D P 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 12 3

1 2 球　 状　 土　 錘 2 ．6 2 ．5 0 ．5 （14 ．5） D P lO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

1 3 球　 状　 士　 錘 3 ．2 （2 ．2） 0 ．6 （16 ．1） 欠損　　 D P l l　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

14 球　 状　 土　 錘 2 ．8 2 ．1 0 ．9 （9．9） 欠損　　 D P 12　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

1 5 球　 状　 土　 錘 2 ．5 1 ．8 0．6 （9．0） D P 1 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

1 6 球　 状　 士　 錘 3 ．0 2．7 0．8 （9．6） 欠損　　 D P 14　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 123

17 管　 状　 士　 錘 0．9 1．6 0．4 （0．7） 欠損　　 D P 15　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 124

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第315図18 剥　　　　 片 （2．9） 1．6 0．6 （2．6） 喝　　　　 璃 微細剥 離を有す る。　　 Q 12　　　 PL 12 4

19 石　　　　 核 3．9 4 ．1 1．6 （21．7） チ　 ャ　 ー　 ト Q ll　　　　　　　　　　　　　　　 P L 12 4

20 石　　　　 塊 （4 ．0） （1．8） 1．6 （22．8） 滑　　　　 石 Q 19　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 124

21 石 製 模 造 品 2．7 2．1 0 ．35 （3．7） 滑　　　　 石 双孔 円板　　 Q 14　　　　　　　　　 P L 124

22 石 製 模 造 品 （1．7） （3 ．0） 0 ．30 （2 ．0） 滑　　　　 石 双孔 円板　 欠損　　 Q 15　　　　　　 P L1 24

第316図23 磨　　　　 石 9 ．8 9 ．2 6 ．5 （695 ．0） 安　 山　 岩 欠損　　 Q 9　　　　　　　　　　　 P L1 24

2 4 石　　　　 皿 （17 ．0） （13 ．4） 7 ．4 （18 05 ．5） 砂　　　　 岩 破片　　 Q 13　　　　　　　　　　　 PL 1 24

2 5 砥　　　　 石 （3 ．2） 2 ．6 2 ．1 （30 ．6） 凝　 灰　 岩 欠損　　 Q 18　　　　　　　　　　　 PL 1 24

2 6 砥　　　　 石 （7 ．2） 3 ．8 1．7 （71．5） 凝　 灰　 岩 欠損　　 Q 17　　　　　　　　　　　 PL 1 24

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g）

第316図27 石　　　　 臼 （13．1） （9．5） （1258．0） 砂　　　　 岩 欠損　　 Q lO　　　　　　　　　　　　　　　　 P L124
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一一。、）　ノ了真．上」声．′一十玩、ふこ、

住居跡
番　号

位置 工軸方向 平面形
規　模（m）
（長軸×短軸）
朋欄翻舶欄

壁　高

圧m）
床面

内　 部　 施　 設
申・竜穫土 出　　 士　　 遺　　 物

備　　　 考
遺構番号櫛1日間保高→軒

時代，その他壁溝桓 穴桓 究付 加

2 B 2 a 7 N 一関 ㌧W 脹 方形］ ［3 ．27］×［2 ，92］ 2 ～ 8 平 担
－ － － 1 － －

不 明 土 師器 ， 須恵 乳　 土製 品 ，粘 土 塊 本 跡 →S k l

3 A m 8 紆1 ㌢ ［方 形 ］ 4 湖 ×［4 ．17］ 27 ～31 平 担 一 部 － － － －
竃 自然 土 師器 ， 須恵 乳　 陶器 本跡→Sト12・SK …5・SK －6

確 B 2 a O N －72㌧も ［方 形 ］ 鉦 14］×［4 ．02］ 3 ′～10 乎 担 － － － － －
寵 士 師器 ， 須恵 器 、 陶器 本 跡 →S K －13

5 Å 2 j O N 一拍 ㌧ W 長 方 形 4 ，92　×　4 ．0（ミ 2 ～19 平 担 － 4 － 1 1 竃 Å為 土 師器 ， 須恵 器 ヲ　石 製 品 ，礫 S「 7 → 本 跡→ S「㌣

6 Å 2 h O N 4 才㌧ E 長 方 形 3 ，02　×　2 ．66 12～ 19 平 担 － － － － － － 人為 土 師器 ． 須恵 器 ， 陶器 ． 礫 S「 10→ 本跡

7 Å 3 i l N －29㌧ W ［方 形 ］ 3 ．7　 ×緩 ．11） 3 ～ 9 凹 凸 － － … － － － 人 為 士帥 器 ， 須恵 礼　 陶器 ． 礫 本 跡 →S「 5 ・ 9

9 A 3 j l N 4 ぼ㌧ぷ 方　 形 2 ．47　〉く　2 ．3∴1 5 ～12 平 担
－ － － － － －

人為 土師 器 ，須 恵 器 ，礫 S「 7 ・S「 5 → 本跡

10 Å 2 h 9 N づポ ーE 方　 形 3 ．71 ×　3 ．55 12～ 15 平 担
－ － － － － －

人為 土 師 器 ，須 恵 器 ヲ　陶器 ，礫 本 跡 →S「 6 ・SK 60

1 1 A 2 g O N 一㌢㌧W 方　 形 3 ．36　×　3 ．10 4 1～ 56
ゆるい
起　 伏 － － － － － －

人為 土 師 器 ， 陶器 ， 土製 品 SK 1 1→ 本跡 →SD －1

12 Å 2 j 8 Ⅳ1 ㌢ 脹 方形］ 5 ．30　×鉦 32） 6 ～ 8 平 担
－ － － － － －

人為 土師 器 S「3 →本跡→SK 5 ・6

13 Å 3 C 4 N －31 0－E 脹 方形〕 4 ．29　×（0 ．郁 ） 12～ 13 平 担
－ － － 1 － －

人為 士 師 器

14 Å 3 d 4 N …24 0…E 脹 方形］ 4 ．54　×（2 ．45） 10～ 24 平 担 － － － － － － 人為 土 師 乳　 須 恵 器 ，礫 本 跡→ SD －5

15 B 2 i 7 N l で∵W ［方 形 ］ ［5 ．13　× 木 開 ］ 3 ～ 31 平 担 － － － － － 竃 人為 土 師 器 ，須 恵 器 ，陶 器 ，鉄 津

16 B 2 i 5 N …18 0－W 長 方 形 5 ．19　×　3 ．08 10～′44 平 担 － － － － － － 人為 土師 署凱　 須 恵 器 ，土 師 質 土器 ， 陶 器 ，
土 製 晶 ， 石 製 品 ， 礫 ， 鉄‥樺

S K －15一→ 本　 跡 →
S K －23→沙S D ト 8

18 e l i O N －5 予l E 長 方 形 3 ．49　×　3 ．01 12ノ～22 平 担 － － － － － 竃 人為 土 師器 須恵器 瀾 器 土製 鼠 石 製鼠 鉄製 品 本 跡 叫 S K ＋34 ・38
棚 状 施 設

19 D l d O N －40 0…E ［長方形］ 2 ．52　×（1 ．05） 2 、30 平 担
－ － － l － －

人為 土 師 器 ヲ　須 恵 器 ，陶 器

20 D i d 9 N l ば㌧ E 方　 形 3 ．机　 ×　3 ．58 5 ～ 2ユ 凹 凸
－ 4 － － 1 竃 人為 土師器，須恵乳 土製 鼠 石製品，鉄製 品，粘土塊

21 0 1 d 8 N －17㌧虻 方　 形 3 ．05　X　2 ．83 8 、1 7 平 担
－ 4 － － 1 竃 人為 土 師 乳　 須 恵 器 ，石 器 本跡→ SI）1 5 ・SK －58

22 0 1 e O N －12㌧虻 脹 方形］ （2 ．07）×（1 ．70） 14～ 34 乎 担
－ － － － － － 人為

25 D l a 8 N l 甘㌧ゼ 台　 形 3 ．88　×　3 ．26 7 ～ 25 平 担 － － … － － －
人為 土 師 器 ，須 恵 器， 石 乳　 鉄 製 品 ，礫 本跡 → SI）1 5

表7　蓋安遺跡竪穴状遺構一覧表

住居跡

番　号
位 置 工軸方向 平面形

規　 模（m ）
（長軸×短軸）

朋欄潮舶臓

壁　 高

（cm）
床面 覆土 出　　　 士　　　 遺　　　 物

備　　　 考
遺構番号・新1日関係（古→新）

時代，その他

1 B 2 C7 N －20㌧ゼ 長方形 3．12　×　2．66 3～6 平担 人為 土師器，土師質土器

2 C 2 f3 N －22㌧W 台　 形 8～21 平担 人為 土師器，須恵乳　 土師質土器，陶器，金属製品，礫

3 C 2 d3 N －620－W 長方形 2．96　× 1．88 22～44 平担 人為 土師器，土師質土器，陶器，鉄製品，礫

4 C 2 el N －140－E ［方形］ 2．52　×［2．30］ 5～20 平担 人為 土師乳　 須恵器，土師質土器，陶器，礫 本跡→SI）－8

表8　重安遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

遺構番号瀾旧関酎古→師
時代　 その他

長径 ×短径 （m ）恒 さ（cm）

1 B 2 f8 N －410 －－W 隅 丸 長 方 形 2 ．34　× 1．66 3 ～ 7 横斜 凹凸 人為 粘土張り　SK当 →本跡

2 B 2 e8 N －470 －W 隅 丸 長 方 形 1 ．47　×（0．95） 4 ノ～10 緩斜 凹凸 人為 粘土張り　本跡→SKつ

3 B 2 C6 N －460 －E ［長　 方　 形］ 2 ．17　×（1．62） 45～57 垂直 平担 人為 土 師器，須恵器 粘土張 り

4 B 2 a7 N －650 －E ［長　 方　 形］ （3 ．12）× 1．74 30 外傾 平担 人為 土 師器，須恵器，陶器，礫 粘土張り　Sト2→本跡

5 A 2 j8 N －580 －－E ［長　 方　 形］ （2 ．60）×（1．85） 50～95 緩斜 平担 人為 土 師器，須恵器，鉄津 粘土張り　Sト3・→SI

－12－→SK＋6－ヰ本跡

6 A 2 j8 N －500 －E 隅 丸 長 方形 2 ．62　× 1．68 17～24 嬢斜 平担 人為 土 師器，須恵器，陶器 粘土張り　SI…3→SI

－12・→本跡→SK－5

7 Å 2 h8 N －320 －E ［楕　 円　 形］ 1 ．10　×（0．86） 8 ～38 外傾 凹凸 人為

8 A 2 i8 N －880 －E 楕　 円　 形 1 ．32　× 1．05 11～15 横斜 平担 自然

9 A 2 h8 N － 5 0 －E 楕　 円　 形 0 ．78　×　0 ．62 58～65 垂直 皿状 自然
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土兢

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模 i 壁面

底面 覆土 出　 士　 遺　 物

備　　 考

遺構齢凍 憫紺 →軒

時代　 その他長径 ×短径 （m ） 深さ（cn）

10 A 2 h 8 N －22 0 －E ［楕　 円　 形］ 1 ．16　×（0 ．65） 49 外傾 平担 人為

11 A 2 g 9 N －33 0 －W ［楕　 円　 形］ 2．15　× 1．30 3 2一、67 外傾 平和 人為 本跡→S「‖

12 A 3 h 2 円　　　　 形 0．50　×　0 ．46 2 9～33 頼斜 平 担 自然

13 B 2 a O N －38 0 －W 楕　 円　 形 1．52　× 1 ．37 2 9～39 外傾 平担 自然 S「 4 1→本跡

14 C 2 C 3 N －71 0 －W 長　 方　 形 1．46　× 1．32 27 外傾 ゆるい
起　 伏

人為 土師器 SK－19→SD 1 8 →本跡

15 B 2 i5 N －58 0－E 楕　 円　 形 3．19　× 1．51 1 64 外傾 凹凸 人為 土師 器r　須恵 器，土師 質 と券，
陶器　石製 品，粘 土塊 ，礫 本跡→S「6 ・SD －8

16 C 2 d 4 N －26 0－E 長　 方　 形 1．85　× 1．44 62 垂直 平川 人為 SK －17→本跡

17 C 2 d 4 N －650 －W 隅 丸 長 方 形 2．03　× 1．30 38 外傾 平担 自然 本跡→SK 1 6

18 C 2 C3 N －410 －E 長　 方　 形 1．35　×（1 ．15） 14 外傾 平担 自然 本跡→SD －8

19 C 2 C3 円　　　　 形 1．15　× 1．07 10 嬢斜 平担 自然 本跡→SD－8 →SK－14

2 0 C 2 C 2 N －620 －W 隅 丸 長 方 形 1．94　× 1．21 13 外傾 平担 人 為

21 C 2 d 2 N －670 －W ［長　 方　 形］ ［1．92］× 1．42 8 ～′20 外傾 ゆるい
起　 伏

人為 須恵 器 本跡 →S D －8

2 2 C 2 d 3 N －850 －E ［長　 方　 形］ ［1．15］×　0 ．71 6 一、13 外傾 凹凸 人為 本跡→S D －8

2 3 B 2 j6 N －130 －E 不 整楕 円 形 0 ．71 ×　0 ．58 8 ～15 外傾 皿状 人為 土師器，須恵 器，礫 S「16→ 本跡

24 C 2 〔4 N －310 －E 長　 方　 形 1 ．96　× 1．51 3 9 外傾 平 担 人為

25 C l g O N －820 －W 不　 整　 形 （0 ．91）×（0 ．71） 24 嬢斜 傾斜 自然 本跡→SD －10

2 6 C l f O N －50 0 －W 楕　 円　 形 1 ．52　× 1．21 1 3 垂 直 平担

27 C 2 f l N －80 0 －－W 楕　 円　 形 0．51 ×　0 ．42 5 4 垂 直 皿状 自然

28 C 2 il N －14 0 －E 楕　 円　 形 1．09　×　0 ．68 6 6 外傾 皿状 人為 土師乳 須恵乳 陶乳 土製品，鉄製品 本跡→SK －29

29 C 2 il N －60 0－W 方　　　 形 1．13　× 1 ．04 58 外傾 乎担 自然 SK －28→本跡

30 C 2 i 2

N －57 0－W

円　　　　 形 0．87　×　0．83 60 外傾 皿状 人為 巨 瞞 瀾 器諸藩 膿 煙管，古銭

土師器，陶乳 鉄製品 古銭，鉄棒

土師器，鋼製 品

本跡→SK －47

SI－18→SK－38→本跡

S「18→本跡→SK－34

S K －48 1→本跡

本跡→SK ～51

31 C 2 h O 長　 方　 形 1．12　×　0．78 53 垂直 平押 自然

32 C 2 i2 N －8 0 －E 橋　 川　 形 1．08　×　0．96 65 垂直 平担 人為

33 C 2 i l N －130 －E 楕　 円　 形 0 ．93　×　0．74 22 外傾 平担 自然

34 C l jO N －470 －E 楕　 円　 形 0 ．95　×　0．87 26 外傾 平担 人為

35 C 2 jl N －180 －E 楕　 円　 形 0 ．97　×　0 ．53 5 6 垂直 平担 自然

36 C 2 jl N －390 －E 楕　 円　 形 0 ．83　×　0 ．49 4 9 垂直 平担 人為

37 D 2 a l N －54 0 －W 隅 丸 長 方 形 0 ．89　×　0 ．38 3 7 垂 直 皿状 人為

38 C l jO N －20 0 －E 長　 方　 形 1 ．62　×　0 ．64 2 5 外 傾 乎担 人為

39 D 2 a l N －610 －W 不 整 楕 円形 0 ．93　×　0 ．69 4 1 外傾 皿状 人為

40 D l a O N －62 0 －W 楕　 円　 形 1 ．95　× 1 ．30 2 3 外傾 平担 人為

41 C 2 i2 N －60 0 －E

N －82 0－W

楕　 円　 形 0．86　×　0 ．70 6 5 垂 直 平担 自然

42 D 2 b l 円　　　　 形 0．84　×　0 ．81 13 外傾 平担 自然

43 D 2 b l 楕　 円　 形 0．96　×　0 ．65 49 外傾 平担 自然

44 D I cO N －48 0－W

N －320 －E

不 整 楕 円 形 1．25　×　0．78 26 嬢斜 凹凸 自然

45 D l bO 円　　　　 形 0 ．79　×　0．75 23 外傾 平担 自然 本跡→SK －51

S K －30→ 本跡

46 D l bO 楕　 円　 形 0 ．90　×　0．45 33 垂直 平担 人為

47 C 2 i2 N －570 －W 不 整 楕 円 形 0 ．73　×　0．52 56～77 垂直 皿状 自然

48 C 2 i2 N －770 －E 楕　 円　 形 1．54　× 1．24 4 6 垂直 平担 自然 本跡 →S K …41

4 9 C 2 h l N －590 －E 隅 丸 長 方 形 1．37　×　0 ．73 11 緩斜 皿状 人為 本跡→SK 15 0

5 0 C 2 il N －54 0 －W 楕　 円　 形 1 ．36　× 1．02 12 緩 斜 皿状 人為 土師器，須恵器 ，銅 製品

師器 ，須恵器，土師質土器 I

SK －49→本跡

51 D l e O N －58 0 －W 楕　 円　 形 0 ．95　×　0 ．48 4 6 垂 直 皿状 自然 SK ～44 ・45→本跡

52 D I c 9 N －350 －W 不整 長 方形 1 ．56　×　0 ．91 2 6 垂 直 平担 人為

53 D l b 9 N －36 0 －E 楕　 円　 形 1．38　×　0 ．72 3 5 外傾 平担 人為

54 C 2 il N －110 －W 不 整 楕 円形 1．28　× 1 ．13 6 5 垂直 皿状 自然

55 D I c 7 N －48 0 －E 楕　 円　 形 1．07　×　0 ．85 24～29 外傾 平担 人為
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上坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考
遺構観 潮冊胤古→軒

時代　 その他長径 ×短 径 （m ） 深 さ（cm）

56 C 2 j2 N －25 0－E ［楕　 円　 形］ ［0 ．78］×　0．57 33 外傾 皿状 自然 SD －14→本跡

57 D I c8 円　　　　 形 1 ．09　× 1．03 25 外傾 平担 自然 SKう9→本跡→SD－15

5 8 D l e8 N －75 0－W ［方　　 形］ ［1 ．29］×［1．19］ 33 外傾 平担 自然 S「21→ 本跡 →
SK ～59→SI）－15

5 9 D I c8 N －77 0－W ［不 整 方 形］ ［1 ．44］×［1．33］ 40 垂直 平担 自然 SK∴58→本跡→
SK －57一→SD －15

6 0 Å2 h O N －50 0 －E 長　 方　 形 2 ．25　×（1．30） 17～24 外傾 凹凸 人為 粘土張 り
SI－10→ 本跡

表9　五安遺跡溝跡一覧表

溝跡

番号
位　　 置 方　　　　 向 断　 面

規　　　　　　　　 模
覆土 出　 土　 遺　 物

備　 考

遺構番号

新旧関係 （古→新）長さ（m ） 上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（m ）

1 A 2e9～A 3i3 N －15が∴E ，A 2 gO
区からN －13が∴E

鍋底形 （16．3） 0．30～0．94 0．04～0．55 0．15 人為 土師器，須恵器，陶器，礫 S「11→本跡

2 A 3el～A 3f2 N －1230－E U 字形 （15．4） 1．25～1．40 3．20～4．00 0．85 人為 土師器，陶器，礫，鉄棒 SD－3

3 1 3f3～Å3h3 N －1430－E U 字形 （7．7） 1．02、1．32 0．32～0．44 0．70 人為 土師乳 須恵器，陶鼠 礫 SD－2

4 A 3f3 Ⅳ寸痛㌧E 逆台形 （2．1） （0．96） （0．40） 0．65 人為 土師乳 須恵器，弥生土器

5 A 3C5 ～A 3e4 N －149㌧W U 字形 （11．0） 0．50～0．80 0．09～0．44 0．38 人為 土師器，須恵器，礫，鉄棒 SL 14→本跡

6 B 2h9 ～B 2 i7 N －1080－W 鍋底形 （10．9） 1．25～1．75 1．20～1．45 0．60 人為 土師器，須恵器，弥生土器

7 C 2a6 ～C 2b7 N …900－E ，C 2 a7
区か らN －17で∵E

U 字形 （4．9） 1．10～1．90 0．21～0．48 0．65 自然 土師器，須恵器，土師質土器，陶器，礫

8 B 2i5 ～C 2fl N －1470－W 鍋底形 31．4 0．90～1．25 0．50～1．10 0．37 人為 土師器，陶器，磁乳 土製品 SIh16・SX寸S㌃18・脾2い
22→本跡→封し14　SD－9

9 C 2fl ～C 2g4 N －1070－E U 字形 （14．1） 1．70～2．20 1．20～1．35 0．50 自然 土師器，須恵器，陶器，磁器，土製品，
鉄製品，石製品，鋼製品，礫，鉄棒

SAつ →本跡　SD－8

10 C lgO ～C 2gl N －1100－E 鍋底形 （4．3） 0．40～0．60 0．20～0．30 0．12 自然 SK－14→本跡

11 C lgO ～C 2g2 N －1000－E 鍋底形 （9．0） 0．48～0．80 0．23～0．56 0．08 自然 土師乳 須恵乳 陶器

12 C 2hl～C lh3 N －340－E ，C 2 h2
区か らN －1130－E

瑳台形 （10．8） 0．30～1．00 0．06～0．60 0．20 人為 土師器，陶乳 磁温 石製品，鉄器

13 C lj9 ～D laO N －1150－E 逆台形 7．6 0．90～1．30 0．70～0．93 0．25 自然 土師器，須恵器，石製品，鉄棒

14 C 2i2 ～C 2 jl N －1530－W 逆台形 3．0 0．80～0．92 0．40～0．60 0．20 人為 本跡→SK－56

15 D la8 ～D ld8 N －1770－W 逆台形 （15．0） 0．90～1．50 0．60～1．30 0．40 人為 土師器，陶器，鉄製品，礫，鉄繹 SI…21 ・25 ・SK …
57・58・59→本跡
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第確節　ま　と　め

今回の調査で，古墳時代後期から近世までの遺構と遺物が検出された。

立地から予　当遺跡においては撃　北浦や台地下の沖積低地，台地を開祈する支谷が集落と密接な関係を持って

いたことがうかがえる。以下，各時代の遺構と遺物についてまとめる。

古墳時代の集落は，検出された出土遺物等から　第m号住居跡の　世紀初め頃からつくられ始めたと考えら

れる。当遺跡は，北側と南東側に谷が入り込んでいる舌状台地上の平坦面に立地していることから，当遺跡だ

けで集落が形成されたとすると　集落は小規模であったと考えられる。石製模造品や滑石塊の出土からはタ　こ

の時期に広く行われていた祭祀形態の存在が確認できる。

奈良時代の当遺跡周辺は，鹿島郡十八郷の中の高家郷に属し，高家郷からの調布嘉納の記録が残っている。

当遺跡では，第20号住居跡がこの頃の時期に該当する遺構と考えられる。

平安時代の遺構を見るとタ　特徴的な遺構として，第18号住居跡から棚状施設が検出された。棚状施設は9　ひ

たちなか市の武田遺跡，結城市の峯疇遺跡夕油内遺跡，真壁町の小山遺跡等県内各地の遺跡から報告され（1）タ　9

健紀頃の住居の形態上の特徴の一つと考えられる。その特徴は竃脇のロームを掘り込んでいることであり，竃

の両脇を掘り込んだタイプ，竃の片脇だけを掘り込んだタイプが報告されている。当遺跡で検出された棚状施

設は9　竃の両脇を掘り込んだタイプである。住居跡全体の面積は約10。8感であり，蝕の報告例と比較して　や

や小嵐横である。棚状施設をもつ住居跡が一集落から数軒が検出されている報告例　あるが　当遺跡から検出

されたのは1軒だけである。

中健の遺構では，粘土貼り士坑が7基検出された。水戸薄の白石遺跡夕　龍ヶ崎市の屋代B遺跡といった古代

から中世の城館跡ではヲ　長径が2mを超える粘土貼り土塊が資　中世の水溜あるいは洗い場として報告されて

いる（2）。当遺跡の粘土貼り士坑は，いずれも同規模でありタ　長方形という平面形の類似性　中世城郭に隣接し

ているという検出位置等から中世の土坑とした。用途は不明である。粘土貼り土坑群は調査区域の北部にラ　そ

の他の土坑群は調査区域の南西部に立地していることから，一地域を特定した土地の利用が考えられる。またタ

調査区域の中央部から土塁跡が検出されたことから，当遺跡は津賀城跡の一部であると推測される。

近世の遺構としては，土坑が2基検出された。これらの土坑はタ平面形が円形あるいは楕円形で，径が約80cm

と小形であり，出土した古銭や煙管が副葬品と考えられることから，墓境とした。

以上のことから，当遺跡では，沖積低地に面した平坦な台地縁辺部という地形を利用して，古墳時代後期か

ら平安時代にかけては集落が営まれ，中世には城郭の一部となり，それに関連する土坑群が掘られ，近世には

墓域となっていたこと等が明らかになった。
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西平遺跡南西部完掘状況（南から）





PL　4

第106号住居跡



第3・4号住居跡，第2号溝跡

第3・4号住居跡遺物出土状況

第14号住居跡，第1号溝跡



西平遺跡

第14号住居・跡遺物出土状況

第28・29・36・37号住居跡

第37号住居跡遺物出土状況



第37号住居跡遺物出土状況

第23・41号住居跡，第1号溝跡

第23・41号住居跡遺物出土状況



西平遺跡

第41号住居跡遺物出土状況

第41号住居跡遺物出土状況

第41号住居跡遺物出土状況



第67号住居跡

第67号住居跡遺物出土状況

第91・92号住居跡



第91・92号住居跡

遺物出土状況

第91号住居跡炉

第97号住居跡

西平遺跡



第97号住居跡遺物出土状況

第97号住居跡遺物出土状況

第97号住居跡炉



第99号住居・跡

西平遺跡

第99号住居跡遺物出土状況



第5・6号住居跡

第8・33号住居跡，第6号土坑

第9号住居跡，第7号土坑



西平遺跡

第9・10・11・13・17号住居跡

第9号住居跡遺物出土状況

第11・13号住居跡



第11・13号住居跡遺物出土状況

第13号住居跡遺物出土状況

第13号住居跡竃遺物出土状況



第1・2号住居跡

西平遺跡

第1・2号住居跡遺物

出土状況

第4号住居跡遺物出土状況



第11号住居跡

第11号住居跡遺物出土状況

第11号住居跡遺物出土状況



西平遺跡

第15号住居跡遺物出土状況

第1号溝跡

第18号住居・跡



第19号住居跡

第19号住居跡遺物出土状況

第19号住居・跡遺物出土状況



西平遺跡

第20号住居跡，第1号溝跡

第21号住居跡



第20・22・42号住居跡

第1号溝跡

第23・41号住居跡

第23・41号住居跡遺物出土状況



第24号住居跡

西平遺跡

第25号住居跡遺物出土状況

第27号住居跡



第28・37号住居跡

第28・29・31・32・36・37号

住居・跡遺物出土状況

第28号住居跡竃



西平遺跡

第28・29・32・36・37号住居跡

第28・29・31・36・37号住居跡

第29号住居跡，第121号

土坑遺物出土状況



第33号住居跡，第6号土坑

第2・35号住居跡

第22・42号住居跡



西平遺跡

第24号住居跡遺物出土状況

第43号住居跡

第46号住居跡

第46号住居跡遺物出土状況



第50号住居跡遺物出土状況

第51号住居跡

第51号住居跡遺物出土状況



第52号住居跡

西平遺跡

第52号住居跡遺物出土状況

第52号住居跡遺物出土状況



第51・52・53・56号住居跡

第117号土坑

第53号住居跡遺物出土状況

第55・105号住居跡

第111・114号土坑



第56号住居跡

西平遺跡

第56号住居跡遺物出土状況

第56号住居跡竃



第62号住居跡遺物出土状況

第64・65・66号住居跡

第109号土坑

第64号住居跡遺物出土状況



西平遺跡

第69・100号住居跡

第6・7号溝跡

第77号住居跡，第75号土坑

第77号住居・跡遺物出土状況



第82号住居跡

第82号住居跡遺物出土状況

第85号住居跡，第87号土坑



第88号住居跡

第88号住居跡遺物出土状況



第89号住居跡遺物出土状況

第91・92号住居跡



第9・17・33号住居跡

第31号住居跡



第34号住居跡遺物出土状況

第28・36号住居跡

第36・37号住居跡遺物出土状況



西平遺跡

第48号住居跡，第10号土坑

第48号住居跡遺物出土状況

第54号住居跡遺物出土状況



第57号住居跡

第57号住居跡遺物出土状況

第59号住居跡



西平遺跡

第64・65・66号住居跡

第64・65・66号住居跡

遺物出土状況

第64～67号住居跡

遺物出土状況



第50・51・52・68号住居跡

第70号住居跡遺物出土状況

第79号住居跡



西平遺跡

第81号住居・跡遺物出土状況

第83号住居跡遺物出土状況

第87号住居跡遺物出土状況

第5号方形竪穴状遺構（SK－38）



第93号住居・跡

第93号住居跡竃遺物出土状況

第94号住居跡



第98号住居跡

西平遺跡

第98号住居跡遺物出土状況

第105号住居跡遺物出土状況



第1号地下式墳（SK－75）

第3号方形竪穴状遺構（SK－36）

第4号方形竪穴状遺構（SK－37）

遺物出土状況



第10・17号方形竪穴状遺構

（SK－46・67）

第64号土坑

第18号方形竪穴状遺構（SK－68）

遺物出土状況



第1・2号住居跡

第7号住居跡竃

第16・21号住居跡



第95号住居跡

第96号住居跡

第102号住居跡

西平遺跡
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遺構外－3

第106号住居跡・遺構外出土遺物（縄文土器）


